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序文

厚真町は、胆振・日高地区屈指の豊かな水田地帯を有

する大いなる田園都市であります。 この穀倉地帯を潤

す厚真川は夕張山地の南端を源として流れ、 農作物へ

の恩恵を授ける大切な河川でもあります。 この母なる

厚真川と豊かな “ふるさと厚真” を更なる発展へと進

めるために、 農業用水の確保と治水対策を主な柱とし

た多目的ダム 「厚幌ダム」 が、 平成25年10月に本体

着工されました。

本書はこの厚幌ダム建設に先駆けて沈み行く地域に

残された埋蔵文化財の記録保存を目的として発掘調査

されたショロマ2遺跡の発掘調査報告書であります。

株式会社シン技術コンサルの御協力のもと平成25年

度・ 26年度の2カ年にわたって行った発掘調査成果を

記すもので、 縄文時代、 約4， 600年前の集落跡とシカ

猟の落し穴などが多数見つかりました。

今後は、 これらの貴重な埋蔵文化財を地域の教育的

資源、 文化的財産として広く普及、 活用を推し進めて

まいりたいと思う所存でございます。 また本書が広く

埋蔵文化財の保護並びに調査・研究の一助となれば幸

いに存じます。

最後となりましたが、 調査・整理・報告にあたり御

指導、 御支援を賜りました関係諸氏ならびに関係機関

に、 真に厚く感謝申し上げる次第であります。

平成27年3月

厚真町教育委員会

教育長兵頭利彦
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例 言

本書は、平成25．26年度の厚幌ダム建設事業に伴い発掘調査したシヨロマ2遺跡(登載番号:J-13-92)の発掘

調査報告書である。

本遺跡は、北海道の委託を厚真町教育委員会(以下、町教委)が受託し、株式会社シン技術コンサル(以下、シン

1

2

技術)が町教委の指導のもと発掘調査を行った。

調査・整理は以下の体制で行った。

調査担当者：乾哲也(町教委)、長谷川徹(シン技術）

調査員：工藤肇・大谷正芳(シン技術）

測量計測員：惣田稔(シン技術）

測量技能作業員：海津孝之・大山眞由美・松並恵里子(シン技術）

整備技能作業員：鈴木貴之・日野修・竹田行雄・仁木広行(シン技術）

調査協力：奈良智法・岩橋由久・服部一雄・宮崎美奈子・松井昭(町教委)、

宮塚義人(宮塚文化財研究所)、清水昌樹(シン技術）

本書の編集は乾のもと、長谷川、工藤、大谷、惣田が行い、整理・執筆分担は下記の通りである。

乾 ：指導、土器・石器(一次・二次整理)、 I章の執筆

長谷川：土器・石器(一次・三次整理)、 Ⅱ章・Ⅳ章の執筆

工藤：石器(一次整理)、 Ⅱ章・Ⅳ章の執筆

大谷：石器(一次・二次整理)、 Ⅱ章・Ⅳ章の執筆

惣田：労務・作業工程管理、各種図面・写真図版作成

関連諸科学の同定分析については、町教委発注のもと以下の機関及び個人に依頼し、玉稿を賜った。

炭化物年代測定：株式会社加速器分析研究所

炭化種子同定:ProjectSeeds考古植物研究会椿坂恭代

調査・報告にあたり下記の方々より特段の御指導を賜った。

土器の整理・分類：大沼忠春(日本考古学協会員）

遺構図・遺物実測図作成指導：佐藤一夫(日本考古学協会員）

土器・石器の実測は株式会社シン技術コンサルが行った。

出士遺物の写真撮影は有限会社写真事務所クリーク佐藤雅彦が行った。

本調査によって得られた資料等は、町教委で保管している。

調査・報告にあたって下記の機関及び個人より御指導御協力を頂いた、記して感謝申し上げます。

北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課、北海道胆振総合振興局、北海道室蘭建設管理部厚北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課、北海道胆振総合振興局、北海道室蘭建設管理部厚

3

4

5

6

。
。
。
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７
８
９
１

幌ダム建設

事務所、公益財団法人北海道埋蔵文化財センター、苫小牧市美術博物館、千歳市埋蔵文化財センター、恵庭市郷

土資料館、江別市郷土資料館、 （株)第四紀地質研究所、厚真町幌内自治会、 （株)佐藤組、 （株)アースサイエンス

赤石慎三、阿部明義、新家水奈、稲垣和幸、氏江敏文、宇田川洋、内田和典、大泉博嗣、大島直行、大島秀俊、

大谷敏三、岡孝雄、笠原興、川内谷修、工藤研治、河野本道、越田賢一郎、越田雅司、近藤務、佐川俊一、

末光正卓、鈴木将太、瀬川拓郎、園部真幸、高橋理、田口尚、竹田輝雄、田才雅彦、田中哲郎、田村俊之、

千葉英一、冨永勝也、中田裕香、長沼孝、長町章弘、二階堂啓也、西脇対名夫、畑宏明、広田良成、藤原秀樹、

三浦正人、蓑島栄紀、宗像公司、村田大、村本周三、森岡健治、森田知忠、藪中剛司、米道博(以上敬称略）
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凡例

1.本書の遺構・遺物等について下記の略称を用いた。なお、落し穴以外の遺構略号には層位名を付加している。

［遺構］ 住居跡:H住居内の焼土:HF住居内の士坑:PT住居に伴う柱穴:HP落し穴:TP

TP内の杭穴:KP土坑:P焼土:F

［遺物］ 土器:P縄文土器:JP剥片石器:FT礫石器:ST

石斧石器群削片:SFC剥片・削片:FC礫:S

［遺物等集中］ 土器集中:PB礫集中:SB石斧石器群削片集中:SFCB剥片・削片集中:FCB

2．地層等について下記の略号を用いた。

［堆積土］ 樽前a砂質降下火山灰:Ta-a駒ケ岳c2砂質降下火山灰:Ko-c2樽前b降下軽石:Ta-b

白頭山苫小牧火山灰:B-Tm 樽前c砂質降下軽石:Ta-c

樽前dl風化ローム:Ta-dlL樽前dl細礫質降下スコリア:Ta-dlS

樽前d2風化ローム:Ta-d2L樽前d2中礫質降下軽石:Ta-d2P

地すべり堆積層:A・B・C．D撹乱:KR

［色調］ 小山・竹原編著『新版標準土色帳」 （2000)に従った。

［注記］ 土層注記は下記の略号を用いて､左側より混合比率の順列をつけている｡また混入土については（ ）

内に粒径(単位:mm)、状態を記載した。混入土の比率は以下の表記を用いた。

A+B:AとBが同量比混じる A-B:Aを主体にBが多量に混じる

A=B:Aを主体にBが少量 A=B:Aを主体にBが微量

の ：粒径(単位:mm) J :以下 （状態) :斑状・均一・縞状に混じる等

［層位］ 標準堆積層はローマ数字を用い､遺構覆土や倒木撹乱などの二次的に堆積したものには算用数字を

用いた。また各層の上･中･下位については下記の略号を用いた。

U:上位 M:中位 L:下位 例:VbU、VbM、VbL等

3．挿図は基本的に次のように縮尺を統一したが、異なるものもあるため図中のスケールに縮尺を明示した。

住居跡： 1/40 住居跡に付属する炉跡・士坑・柱穴その他: 1/20 落し穴: 1/40 土坑: 1/40

焼士： 1/20 集中遺物出土状態: 1/20または1/10 土器実測図: 1/3 士器拓影図: 1/3

剥片石器実測図： 1/2 礫石器実測図: 1/3または1/4 石製品(垂飾) : 1/2

4．遺構実測図中に以下の線種・ トーンを用いた。

［線種］ 一一一一一一：オーバーハングーーー： トレンチー_－_－：撹乱・トレンチによる遺構推定

［落し穴］ 第Ⅱ章第2節の落し穴堆積図に以下のトーンを用いた。

、Ⅲ:Ⅵ層匡型:Ⅶ層腫調:Ⅷa層厩ヨ:Ⅷb層I毒司:Ⅸ層圃圏:X層

［焼土］ 被熱による士壌赤色化の度合いの表現に以下のトーンを用いた。

鍾識:焼土燃焼面範囲 く二二>:付帯黒色部範囲
5．遺物実測図中に以下の略号を用いた。

[断面] V V:たたき痕 | | :剥片石器微細剥離／礫石器擦り痕

[平面］ に－1:タール状物質付着範囲 「可:黒色物質付着範囲

V11
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6．一覧表中の石材については、乾・長谷川・工藤が肉眼観察で分類し、下記の略号を用いた。緑泥片岩は緑色泥岩

に含めている。また、頁岩・泥岩の分類については、粒度による基準ではなく、破断面等の肉眼観察によるもので

ある。

Aga-Sh. :メノウ質頁岩And. :安山岩Bl-Sch. :青色片岩Gni. :片麻岩Gr-Mud. :緑色泥岩0bs. :黒曜石
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第Ⅱ章縄文時代の調査

・1饗底】6H卜【
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

備考

－

－

第2節落し穴

平成25年の調査により33基、平成26年の調査により12基の計45基を検出した。調査方法は、検

出状況を確認・撮影後に半裁するか、セクションベルトを残して掘り広げ、士層断面を確認・撮影・

実測した。その後残りを掘り上げ完掘した。平面を確認・撮影・実測して終了とした。

形態分類：落し穴の形態分類は、坑底面の長短比及び杭穴の有無を基準とする『苫小牧東部工業地

帯の遺跡群Ⅱ』(苫埋文1987)での分類案を基に､長短比数値に若干の変更を加えた『厚幌l遺跡」(厚

真町教委2004)での分類に従い､細分を含め6タイプに分けた。このうちB2型は今回の調査では認め

られず、 5種類の形態のものを見い出すに至った。

A型：底面の長短比が8以上で、長さに比して幅が狭い溝状のタイプ

Al型：長軸が2m以上のもの A2型：長軸が2nl未満のもの

B型：底面の長短比が4以上、 8未満のもので、長楕円形のタイプ

Bl型：杭穴がないもの B2型：杭穴があるもの

C型：底面の長短比が4未満のもので、楕円形や円形に近いタイプ

Cl型：杭穴がないもの C2型：杭穴があるもの

形態別内訳数はAl型26基、 A2型5基、 Bl型10基、 Cl型1基、 C2型3基である。A型は31基、

B型は10基、 C型は4基でA型の溝状タイプが総数の6割以上を占める。

堆積状態：落し穴の堆積状況は、基本的に覆土上位に黒色士の自然堆積層(V層)が存在するが、検

出面でTa-d2パミスが堆積するものがある。これは落し穴の埋没過程での周辺遺構の排士あるいは流

れ込みを想定できるものである。中～下位には落し穴の壁面崩落士や流れ込み土が堆積している。

掘り上げ士はTP-39の周囲で検出した。これはVb層中で確認され、Vb･Ⅵ層を主体としTa-d2

パミスが混じる褐色または暗褐色士である。

分布と配列：配列はTP-10･28．42の単独型とTP－44．45を除き、短軸方向においてTP-41 ．38･

43の列と、これと別の列としてのTP-01～37に分けられる。それぞれ等高線に対し並行・直交する配

57

個体

名称
遺物番号

グリッド

層位

状態

長軸(Ⅲ）

短軸(mm)

厚さ(m)

重量(9)

被熱

石材

VS350

－

一

ー

10357，10358

10356

10355

10220

10221

10218

J-09
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欠損

J-09

3
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J-09
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J-09

1

欠損

j-09
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J-09
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(333.3）

(165.5)

49.3

335.5

161.0

30.5

187．8

153．8

36.1

317.4

(187.3)

50．2

236.5

137．1

48.0
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(141.2)

54.2
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○

Sa．

1,950.0

○

Sa．
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○

Sa．

2,678.0

○

Sa．

2,118.0

○

Sa.

1,324.0

○

Sa．



ショロマ2遺跡

列が考えられる。

新旧関係: TP-01(古)とVH-02(新)､TP-14(古)とVSB-16(新)､TP-17(古)とVSB-01(新)､TP-26(古）

とVF-13(新)の新旧関係が明らかになった。 TP-01はVH-02に切られていることにより、縄文時代中

期後葉以前に属すると判断できるものである。 さらに堆積状態の項でも述べたように、隣接する落し

穴には検出面でTa-d2パミスが観察されるものがあり、隣接する落し穴に掘り上げ土を捨てたことも

想定でき、それによる新旧があると考えられる。

表Ⅱ－32落し穴属性表(1）
■■■■■■■■■■■■■■■■■

備考

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

土器2点､FCl点

石器3点､FC2点
SFCl点､礫14点

土器1点､石器3点

FCl点､礫3点

土器4点､石器2点

礫16点

ﾖ器1点、FC4,点
lFr31占曄月占

器6点、石器1,点
14占睡父占

上器1,点

"16点

苛器4,点
蝉26点

弓器1,点

石器4点､礫16点

土器1点

Ⅱ－26 ヨ君津2，点＝礫:1．宮

石器1点

■■■■■■■■■■■■■■■■
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図版
番号

遺構名
分
類

平面形

調査面／

坑底面

グリッド
繩
面
馴

調査面

規模(cm)

長軸 短軸

坑底面

規模(cm)

長軸 短軸

深さ

(cm)

長軸

方向

杭
跡
重
複

調査

面長

短比

坑底

面長

短比

10－1．2 rP－01B1
長楕円形／

長楕円形

AF･AG

-06
Ⅶ 235 61 245 32 78 N－23W － 有 3．85 7.66

10-3～5 TP-021Bl
長楕円形／

長楕円形

AF－

10．11
Vb 283 149 253 33 129 N－30E ー 4Wモ

ノ、、、 1.90 7．67

11-1～3 TP－03Al 長楕円形／
溝状

AE･AF

-07
Ⅵ 295 90 257 27 132 N-イW 4Wモ

ノ,、、 3.28 9．52

11-4～6 TP－04 Bl
長楕円形／

長楕円形

AE･AF

－08
Ⅵ 329 105 269 38 130 N一年E 一 4肝

J､,、 3．13 7．08

12－1～3 TP-05 Bl
長楕円形／

長楕円形
AG-07 Ⅵ 278 138 (113) 27 112 N－7E 一 4Wモ

ノ0，、 2．01 4．19

12-4～6 TP-061Al
長楕円形／

溝状

AE･AF

－07
Ⅵ 361 126 286 28 132 N－5E － 4mミ

ノ､,、 2．87 10．21

13-1～3 TP-07Al
長楕円形／

溝状
AE－ll Ⅵ 252 117 200 15 146 N-l午E 一 4旺

J，、、 2.15 13.30

13－4．5 TP－08A2
長楕円形／

溝状

AD－

12．13
Ⅶ 180 101 147 18 122 N－79E 一 4旺

ノb，、 1.78 8．17

14－1．2 TP－09Al
長楕円形／

溝状

AF･AG

-09
W 298 116 223 26 142 N-29．E 一 4脛

J1、、 2．57 8.58

14-3～5 rP－lOAl
長楕円形／

溝状

AH･AI

－07
Ⅶ 317 97 237 16 134 N-35.W ー 4肝

〃b，、 3.27 14．81

15-1～3 ｢P－llA2
長楕円形／

溝状

AE･AF

－09
Ⅶ 280 96 198 20 122 N－0S 一 4旺

J、､、 2.92 9.90

15－4

16－1～3
rP-12Al

長楕円形／

溝状

AE･AF

－09
Ⅶ 343 125 268 22 122 N一邸E ー 4肝

』1、、 2.74 12．18

15-4, 16-1

17－1．2
TP－l3Bl

長楕円形／

溝状

AE･AF

－09
Ⅶ 241 124 139 19 157 N－6E 一 4疵

ノ、、、 1.94 7.32

15－4， 16－1

17－3．4
rP－l4Al

長楕円形／

溝状

AE･AF

－09・10
Ⅶ 332 119 282 31 128 N－l7E ー 有 2.79 9．10

17-5～7 TP-15Al
長楕円形／

溝状

AE･AF

－08
Ⅶ (326） 92 284 15 117 N－l6"E 一 4冊モ

ノ､,、

一 18.93

18-1～3
TP-'61A'

長楕円形／

溝状
AD－l2 Ⅵ 263 88 217 14 119 N-36E ー 4好

ノ、、、 2.99 15.50

18-4.5 TP-l7 Al
長楕円形／

溝状
AE－lO Ⅶ 318 99 221 22 122 N-23･E ー 4好

Jb，､ 3．21 10．05

19-1～3 TP-18 Al
長楕円形／

溝状

AF･AG

－08．09
Ⅷ 292 95 232 20 143 N－3rE 一 4肝

ノ、、､ 3．07 11.60

19－4．5 TP－l9 Bl
長楕円形／

長楕円形
AG－08 Ⅵ 260 92 211 28 128 N-5“E 一 2．83 7．54

20-1～3 TP-20 Al
長楕円形／

溝状

AD･AE

－11
Ⅵ 271 93 227 16 114 N－25E 一 411モ

ノ､、、 2．91 14.19

20-4～6 TP－21 Al
長楕円形／

溝状

AD－l2。

13
Ⅵ 257 104 210 21 125 N-59.E 一 4脛

Jh，、 2．47 10.00

21－1．2 TP－22 Al
長楕円形／

溝状

AC－12・

13
Ⅵ 323 109 284 30 110 N－72E ー 41孫

ノ､,、 2.96 9.47

21－3．4 TP－23 Al
長楕円形／

溝状

Z･AA

－15
Ⅵ 294 75 233 22 92 N－45E 一 3.92 10.59
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■■■■■■■■■■■■■■■

備考

－

石器1点､礫1点

Ⅱ－31

Ⅱ－31

Ⅱ－31

臼器1点、礫l』唐

Ⅱ－34

Ⅱ－35

Ⅱ－35

’ ’ ’
32- 0－17・

JO lN－20‐Wl －l 3姓’ 3．631 1［ヘ｜ ：112 ｜ 制b l Zt

溝状
b

TP-01 (B1型) (図Ⅱ-15図版10-1 .2, 51-4)

位置:AF・AG-06検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模：235×61cm坑底面規模:245×32cm深さ: 78cm長軸方向:N-22｡ W

確認･調査:VH-02床面でTP-01が切られて検出された｡VH-02がⅢ群Bl類の時期に属するため、

これよりも古いことが明らかとなる。底面はやや凹凸を認めるがほぼ平坦で、長軸方向の壁がオーバ

ーハングする。短軸方向では立ち上がりがほぼ垂直になり、上部がわずかに外へ開く。

出土遺物（図Ⅱ-15-1) : 1はⅢ群B1類に属する胴部の土器片で、複節縄文が施される。
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図版

番号
遺構名

分
類

平面形

調査面／

坑底面

グリッド
維
面
敵

調査面

規模(cm)

長軸 短軸

坑底面

規模(cm)

長軸 短軸

深さ

(cm)

長軸
方向

杭
跡
重
複

調査

面長

短比

坑底

面長
短比

22-1～3 TP-24 A1
長楕円形／

溝状
AA－l5 Ⅵ 260 82 205 17 84 N-36｡E 一 “

J、、、 3.17 12．06

22－1．4 TP－25 Al
長楕円形／

溝状

AA－

14．15
Ⅵ 278 106 218 13 107 N-45E 一 4Wモ

ノb，、 2.62 16．77

23-1～3 TP－26 A1
長楕円形／

溝状

AA･AB

－14
Ⅵ 292 109 215 23 120 N-48･E 有 2.68 9.35

23-4～6 TP-27 A2
長楕円形／

溝状
AB－l4 Ⅵ 256 123 155 14 108 N-29E 4癖

〃､、、 2.08 11．07

24－1 TP-28 Cl
不整円形／

隅丸方形

AA－

11．12
Ⅵ 97 87 (69） 45 126 N-28､E ー 4隈

ノ､，、 1.11 (1.46)

24－2．3 TP－29 A2
長楕円形／

溝状

AB･AC

－14
Ⅶ 187 74 137 13 110 N-63･E 一 4肝

Jb，、 2.53 10.50

24-4～6 TP-30 A2
長楕円形／

溝状

Z･AA

－16
Ⅵ 185 91 125 10 96 N－28E 一 ｲI¥F

J､､、 2．03 12．55

25-1．2 TP－31 Al
長楕円形／

溝状

AC･AD

－12．13
Ⅵ 267 100 226 18 110 N－56E 4胚

ノh,、 2．67 12．55

25-3～5 rP-32 B1
長楕円形／
長楕円形

AE･AF

－11
Ⅵ 171 95 119 16 128 N-15W ー 4悪

ノ､、、 1.80 7.44

26－1～3 TP-33 Bl
長楕円形／

長楕円形

AE･AF

－11
Ⅵ 160 75 117 17 71 N－5E ■■■■ 4粁

』、､、 2．13 6．88

26-4～6 TP－34 Al
長楕円形／

溝状

Z･AA

－18
Ⅵ 277 106 245 18 120 N－12E 4IFE

ノリ、､ 2．61 13．60

26－4

27－1．2
TP－35 Al

長楕円形／

溝状

AA－

17．18
Ⅵ 247 115 204 17 90 N－l5ゞE 4悪

Jb,、 2．15 12.00

27-3～5 TP-36 Bl
長楕円形／

長楕円形
Z－18 Ⅵ 213 108 152 26 90 N-14･E 一 4縣

J、、、 1．97 5.85

27-

3．6．7
TP-37 Al

長楕円形／

溝状
Y－l8 Ⅵ 289 119 247 21 117 N-74"E 4肝

J1､、 2.43 11.76

２
３
３
－
－
１
ラ
計
力
２

TP－38 C2
円形／

楕円形
S･T－l8 VI 208 167 108 48 121 N－6年E 2 4Wモ

ノ､､、 1．25 2.25

29－1～3 TP－39 Bl
長楕円形／
長楕円形

Y－17．18

Z－l8
Ⅵ 328 140 279 35 118 N－23E ■■■■ 4癖

〃､、、 2.34 7．97

29-4～6 TP－40 Al
長楕円形／

減状
Y･Z－l7 Ⅵ 293 103 264 17 73 N－l6oE 4莊

ノ､、、 2．84 15.53

30－1～3 TP－41 C2
楕円形／

長楕円形
V-18 Ⅵ 231 ’ 184 139 52 108 N－56E 4 4脛

J,、、 1.26 2．67

31－1．2 TP－42 A1
長楕円形／

溝状
S-16 Ⅵ 320 151 257 22 107 N－7W 一 4悪

J､、、 2．12 11.68

31-3～5 TP－43 C2
楕円形／

長楕円形

Q-17･

18
Ⅵ 219 170 119 48 116 N-89.W 2 4脛

J､,、 1.29 2．48

32-1～4 TP－44 Al
長楕円形／

溝状

O･P－

17．18
地A 403

’
132 338 26 106 N－16．W 一 棚モ

ノ、､、 3.05 13．00
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TP-02 (B1型) (図Ⅱ－15図版10-3～5)

位置:AF-10・ ll検出層位:Vb平面形：長楕円形/長楕円形

規模：283×149cm坑底面規模:253×33cm深さ: 129cm長軸方向:N-30｡ E

確認・調査:VP-03の東側、 TP-17の西側に位置する。検出面は黒色士からなり、底面は凹凸が認

められる。長軸方向の壁は凹凸をもち、短軸方向では底面から外へ開く。

出土遺物：Ⅳ群A2類土器が出土するが細片のため掲載しなかった。石器はたたき石2点、 RFl点

が出土している。

TP-03 (A1型) (図Ⅱ-16図版ll-1～3, 51-5)

位置:AE・AF-07検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：295×90cm坑底面規模:257×27cm深さ: 132cm長軸方向:N-4｡ W

砺認・調査:TP-06の東側に位置する。検出面は黒色士からなり、底面はほぼ平坦である。長・短

軸方向の壁はともにほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。

出土遺物（図Ⅱ-16-1) : 1はⅢ群Bl類土器で、結束第1種羽状縄文が施される。縄文原体の開端

部が別の縄で結束される。

TP-04(B1型) (図Ⅱ-16図版11-4～6， 51-6．7)

位置:AE・AF-08検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模：329×105cm坑底面規模:269×38cm深さ: 130cm長軸方向:N-4｡ E

確認・調査:TP-06とTP-15の間に位置する。この両遺構の検出面ではTa-d2ブロックが検出され

るが本遺構では確認できなかった。底面はやや凹凸をもち、壁はやや外傾して立ち上がる。長軸方向

の南壁の中端がオーバーハングする。

出土遺物（図Ⅱ-16-2.3) :2．3はたたき石で、いずれにも窪み面がみられる。Ⅲ群Bl類土器が1

点出土しているが細片のため掲載しなかった。

TP-05 (B1型) (図Ⅱ-17図版12-1～3, 51-8)

位置:AG-07検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模：278×138cm坑底面規模: 113×27cm深さ: 112cm長軸方向:N-7｡ E

礪認・調査:VH-02とTP-01の西側、 TP-19の東側に位置する。 TP-19の検出面でTa-d2ブロック

が検出されるが本遺構では確認できなかった。底面はやや凹凸をもち、長軸方向の壁は外へ開く。

出土遺物（図Ⅱ-17-1) : 1はⅢ群B1類の土器で、胴部に縄文が施される。

TP-06 (A1型) (図Ⅱ-17図版12-4～6)

位置:AE･AF-07検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模:361×126cm坑底面規模:286×28cm深さ: 132cm長軸方向:N-5｡ E

稲認・調査:TP-03とTP-04の間に位置する。検出面でTa-d2ブロックが検出される。底面南側が

やや窪む。短軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-07 (Al型) (図Ⅱ-18図版13-1～3)

位置:AE-ll検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：252×117cm坑底面規模:200×15cm深さ: 146cm長軸方向:N-14｡ E

砺認・調査:VP-03の南側、 TP-33の北側に位置する。検出面は黒色士にTa-d2ブロックが混じつ
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ている。底面北側が南側よりやや深く掘り込まれている。長・短軸方向の壁はともにほぼ垂直に立ち

上がり、短軸方向では上部で外へ開く。

出土遺物：たたき石が出土するが細片のため掲載しなかった。

TP-08 (A2型) (図Ⅱ-18図版13-4･5)

位置:AD-12・ 13検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模: 180×101cm坑底面規模: 147×18cm深さ: 122cm長軸方向:N-79｡ E

礦認・調査:TP-21の南側に位置する。検出面は黒色士にTa-d2ブロックが混じっている。長軸方

向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、短軸方向では外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-09 (A1型) (図Ⅱ-19図版14-l．2)

位置:AF･AG-09検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：298×116cm坑底面規模:223×26cm深さ: 142cm長軸方向:N-29｡ E

硝認・調査:TP-18の西側に位置する。検出面は倒木痕によりTa-d2ブロックが堆積していたかど

うかは確認できなかった。西壁のほぼ中央も倒木により撹乱を受けている。底面はほぼ平坦になって

おり、壁はほぼ垂直に立ち上がり上部が外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-10 (A1型) (図Ⅱ－19図版14-3～5, 51-9～ll)

位置：岨・AI-07検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模:317×97cm坑底面規模:237×16cm深さ: 134cm長軸方向:N-35o W

膳認・調査:VH-01の南西側で、南東に延びる尾根の鞍部に位置する。 TP-05とは5mほど離れ独

立して検出した。検出面でTa-d2ブロックを確認した。底面は南側に向かいやや傾斜する。長軸方向

の壁は外傾して立ち上がり、中ほどでほぼ垂直になる。短軸方向では緩やかに外へ開く。

出土遺物（図Ⅱ-19-1～3) : 1･2はⅢ群Bl類に属する土器である。 lは底部が外へ張り出し、胴部

は外傾して立ち上がる。 LR斜縄文が器面に施される。 2は胴部上半から下半にかけて復元できたもの

で、器形は外傾し口縁近くでややくびれ、垂直に近い傾きになる。 LR縄文が施される。 3はポイン卜

類A3類の石嫉で、器面に対し平坦剥離で調整される。茎部が舌状に作出される。

TP-11 (A2型) (図Ⅱ-20図版15-1～3)

位置:AE・AF-09検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模：280×96cm坑底面規模: 198×20cm深さ: 122cm長軸方向:N-0｡ S

確認・調査:TP-12の東側、 TP-15の西側に位置する。検出面でTa-d2ブロックを確認した。底面

のほぼ中央はやや窪む。長軸方向の北壁はほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。短軸方向ではほ

ぼ垂直に立ち上がり、上部で外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-12 (A1型) (図Ⅱ-20図版15-4, 16-1～3， 52-1)

位置:AE・AF-09検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模：343×125cm坑底面規模:268×22cm深さ: 122cm長軸方向:N-4｡ E

膳認・調査:TP-13の東側、 TP-11の西側に位置する。検出面では黒色土にTa-d2ブロックが混じ

っている。底面の中央部にやや高まりをもつ。長軸方向の南壁はほぼ垂直に立ち上がり、北壁は凹凸
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をもち外へ開く。

出土遺物（図Ⅱ-20-1) : 1はⅢ群B1類の土器で、 LR斜縄文と半裁竹管による沈線文が施される。

TP-13 (B1型) (図Ⅱ-21図版15-4， 16-1， 17-1．2， 52-2．3)

位置:AE・AF-09検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模:241×124cm坑底面規模: 139×19cm深さ: 157cm長軸方向:N-6｡ E

確認・調査:TP-12とTP-14の間のⅦ層で検出した。検出面では黒色士にTa-d2ブロックが混じっ

ている。底面はほぼ平坦で、長・短軸方向の壁はともに、やや外傾して立ち上がる。

出土遺物（図Ⅱ-21-1.2) : 1は欠損するたたき石である。たたき痕は両面と両側縁に認められる。

2は砥石をたたき石に転用したもので、たたき痕は表面と左側面に認められる。

TP-14(A1型) (図Ⅱ-22図版15-4, 16-1、 17-3．4， 52-4．5)

位置:AE・AF-09・ 10検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模：332×119cm坑底面規模:282×31cm深さ: 128cm長軸方向:N-17｡ E

穂認・調査:TP-13とTP-17の間に位置する。検出面ではTa-d2ブロックが堆積する。底面は幾分

起伏が認められる。短軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。上部でVSB-16が検出

されたため、それよりも古い時期のものと考えられる。

出土遺物（図Ⅱ－22－1 ．2) : 1は棒状の礫の先端部にたたき痕が認められる。 2は2点が接合したも

ので側面にたたき痕が認められるたたき石である。

TP-15 (A1型) (図Ⅱ-23図版17-5～7)

位置:AE･AF-08検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模： （326)×92cm坑底面規模:284×15cm深さ: 117cm長軸方向:N-16｡ E

確認・調査:TP-11の東側、 TP-04の西側に位置する。北西側は倒木により撹乱を受け検出面を確

認できない箇所があるが、南側ではTa-d2ブロックを認めた。

出土遺物：Ⅲ群Bl類土器が1点出土しているが細片のため掲載しなかった。

TP-16 (A1型) (図Ⅱ－23図版18-1～3．52-6)

位置:AD-12検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：263×88cm坑底面規模:217×14cm深さ: 119cm長軸方向:N-36｡ E

砺認・調査: TP-20の北西側に位置する。検出面では黒色士にTa-d2ブロックが混じっている。

底面は平坦で、壁は凹凸をもち、やや外傾して立ち上がる。

出土遺物（図Ⅱ-23-1) : 1は大型の方形板状礫の台石である。両面を使用している。

TP-17 (Al型) (図Ⅱ-24図版18-4．5)

位置:AE-10検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模:318×99cm坑底面規模:221×22cm深さ: 122cm長軸方向:N-23｡ E

稲認・調査:VSB-01の下部で検出される。これによりTP-17はVSB-01より古いものと判断する

ことができる｡南側が倒木により撹乱を受けているため検出面での状況は不明である｡底面は平坦で、

長軸方向の北壁は外傾して立ち上がる。南壁はほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。短軸方向は

南壁と同様である。

出土遺物：遺物は出土していない。
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TP-18 (A1型) (図Ⅱ-24図版19-1～3)

位置:AF･AG-08．09検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模：292×95cm坑底面規模:232×20cm深さ: 143cm長軸方向:N-31｡ E

確認･調査:TP-09の東側に位置する。検出面ではTa-d2ブロックが堆積する。底面は平坦で、長・

短軸方向の壁はともにほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-19 (B1型) (図Ⅱ-25図版19-4．5)

位置:AG-08検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模：260×92cm坑底面規模: 211×28cm深さ: 128cm長軸方向:N-5｡ E

砺認・調査:VSB-09とVF-09の西側に位置する。検出面ではTa-d2ブロックが堆積する。底面は

南側が低いがほぼ平坦である。長軸方向の南壁はほぼ垂直に立ち上がった後に凹凸になり、北壁では

外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-20 (A1型) (図Ⅱ-25図版20-1～3)

位置：川・AE-11検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模:271×93cm坑底面規模:227×16cm深さ: 114cm長軸方向:N-25｡ E

礪認・調査:TP-16の南東側とVP-03の北西側に位置する。検出面は黒色士で覆われている。底面

はやや南に傾く。長軸方向の南壁はわずかにオーバーハングし、北壁は外傾して立ち上がる。短軸方

向では「v」の字状に外に開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-21 (A1型) (図Ⅱ-26図版20-4～6, 52-7)

位置:AD-12・ 13検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：257×104cm坑底面規模:210×21cm深さ: 125cm長軸方向:N-59｡ E

砺認・調査:TP-31の南西側に位置する。検出面ではTa-d2ブロックが堆積する。底面の長軸南側

がわずかに低く掘り込まれており、斜めになる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、上部で外へ開く。

出土遺物（図Ⅱ-26-1) : 1は両刃の磨製石斧で、右側縁に敲打痕を認める。刃部は弧状となる。

TP-22 (A1型) (図Ⅱ-26図版21-1 ．2， 52-8)

位置:AC-12． 13検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：323×109cm坑底面規模:284×30cm深さ: 110cm長軸方向:N-72｡ E

確認・調査:TP-31の北側に位置する。検出面にTa-d2ブロックが混じっている。底面は平坦であ

る。長軸方向の北壁はオーバーハングし、南壁と短軸方向ではほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開

く。

出土遺物（図Ⅱ-26-2） ：2はポイント類A4類に属する石鍼である。平面形は五角形で、尖頭部が

入念に調整されている。

TP-23 (A1型) (図Ⅱ-27図版21-3･4)

位置:Z・AA-15検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：294×75cm坑底面規模:233×22cm深さ:92cm長軸方向:N-45｡ E

稲認・調査:TP-24の北西側に位置する。検出面が黒色士に覆われている。長軸方向の南側の底面
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が深くなる。壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-24 (A1型) (図Ⅱ-27図版22-1～3)

位置:AA-15検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：260×82cm坑底面規模:205×17cm深さ:84cm長軸方向:N-36｡ E

稲認・調査:TP-23の北西側とTP-25の南東側に位置する。検出面ではTa-d2ブロックが確認でき

た。長軸方向の底面は南に向かって低くなる。長・短軸方向の壁はともにほぼ垂直に立ち上がり、上

部が外へ開く。

出土遺物：遺物は出士していない。

TP-25 (A1型) (図Ⅱ-28図版22-1 ．4)

位置:AA-14． 15検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：278×106cm坑底面規模:218×13cm深さ: 107cm長軸方向:N-45｡ E

砿認・調査:TP-24とTP-26の間に位置し、検出面は黒色士に覆われている。底面は平坦である。

長軸方向の北壁は斜めに外傾して立ち上がり、南壁は幾分オーバーハングする。短軸方向ではほぼ垂

直に立ち上がり、上部が大きく外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-26 (A1型) (図Ⅱ-28図版23-1～3)

位置:AA・AB-14検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：292×109cm坑底面規模:215×23cm深さ: 120cm長軸方向:N-48｡ E

砿認・調査:VF-13の調査終了後TP-26が下層から確認されたため、本遺構が古い遺構と考えら

れる。検出面は黒色土に覆われる。底面は幾分凹凸が見られ、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-27 (A2型) (図Ⅱ-29図版23-4～6)

位置:AB-14検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：256×123cm坑底面規模: 155×14cm深さ: 108cm長軸方向:N-29｡ E

穂認･調査:TP-26の南東側に位置する。検出面でTa-d2ブロックが堆積する。底面はほぼ平坦で、

壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-28 (C1型) (図Ⅱ-29図版24-1, 52-9)

位置:AA-11 ・ 12検出層位：Ⅵ層平面形：不整円形/隅丸方形

規模：97×87cm坑底面規模:69×45cm深さ: 126cm長軸方向:N-28｡ E

確認・調査：東側の湧水面から上ったところに位置する。検出面での平面形は円形に近く、底面は

隅丸方形となる。西壁はオーバーハングし、これ以外の壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

出土遺物（図Ⅱ-29-1) : 1は大型の石Ⅱで覆土上部から出土する。表面の右側がすり面となる。部

分的に欠損が認められる。

TP-29 (A2型) (図Ⅱ-30図版24-2･3)

位置：肥・AC－14検出層位：Ⅶ層平面形：長楕円形/溝状

規模: 187×74cm坑底面規模: 137×13cm深さ: 110cm長軸方向:N-63｡ E

64



第Ⅱ章縄文時代の調査

確認・調査:TP-27の北側に位置する。検出面ではTa-d2ブロックが黒色士に混じっている。底面

はほぼ平坦である。長軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、短軸方向では「v」の字状に外へ開く。

出士遺物：遺物は出土していない。

TP-30 (A2型) (図Ⅱ-30図版24-4～6)

位置:Z・AA-16検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模: 185×91cm坑底面規模: 125×10cm深さ:96cm長軸方向:N-28｡ E

確認・調査:TP-23とTP-35間に位置する。検出面は黒色士にTa-d2ブロックが混じっている。底

面はほぼ平坦である。長軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、短軸方向では立ち上がり上部が外へ開

く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-31 (Al型) (図Ⅱ-30図版25-1･2)

位置:AC・川-12． 13検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：267×100cm坑底面規模:226×18cm深さ: 110cm長軸方向:N-56｡ E

確認・調査:TP-21の北東側、 TP-22の南側に位置する。検出面にTa-d2ブロックが認められる。

底面はほぼ平坦である。長軸方向の北壁はほぼ垂直に立ち上った後に外へ開き、南壁はややオーバー

ハングする。短軸方向では「v」の字状に外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-32 (B1型) (図Ⅱ-31 図版25-3～5)

位置:AE・AF-ll検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模: 171×95cm坑底面規模: 119×16cm深さ: 128cm長軸方向:N-15｡ W

確認・調査:TP-33の東に位置する。検出面ではTa-d2ブロックがやや混じる。底面はやや窪みを

もち、長軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、短軸方向では「v」の字状に外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-33 (B1型) (図Ⅱ-31 図版26-l～3)

位置:AE・AF-11検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模: 160×75cm坑底面規模: 117×17cm深さ: 71cm長軸方向:N-5｡ E

確認・調査:TP-32の西側に位置する。検出面でTa-dlブロックが認められる。底面は平坦で、壁

は長・短軸方向ともに外へ開く。

出土遺物：遺物は出士していない。

TP-34 (Al型) (図Ⅱ-31 図版26-4～6)

位置:Z･AA-18検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：277×106cm坑底面規模:245×18cm深さ: 120cm長軸方向:N-12｡ E

確認・調査：調査区の西際に位置する。検出面は黒色士に覆われている。底面は平坦で、壁は長軸

方向の北側が外へ開き、南側はオーバーハングする。短軸方向ではほぼ垂直に立ち上がり、上部で外

へ開く。

出土遺物：礫が1点出土する。

TP-35 (Al型) (図Ⅱ-32図版26-4, 27-1･2)

位置:AA-17． 18検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状
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規模：247×115cm坑底面規模:204×17cm深さ:90cm長軸方向:N-15｡ E

確認・調査:TP-34の東側に位置する。検出面では黒色土にわずかなTa-d2ブロックが混じる。底

面は平坦で、長軸方向の壁はやや垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。短軸方向では「v」の字状に

外へ開く。

出土遺物：礫が1点出土する。

TP-36 (B1型) (図Ⅱ-32図版27-3～5)

位置:Z-18検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模:213×108cm坑底面規模: 152×26cm深さ:90cm長軸方向:N-14｡ E

確認・調査:TP-39の南西側に位置する。検出面は黒色士に覆われる。底面は平坦で、壁はほぼ垂

直に立ち上がり、上部が外へ開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-37 (A1型) (図Ⅱ－33図版27-3．6．7)

位置:Y-18検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：289×119cm坑底面規模:247×21cm深さ: 117cm長軸方向:N-74｡ E

確認・調査:TP-39の北西側に位置する。検出面ではTa-d2ブロックを確認した。底面の南側がわ

ずかに窪むがほぼ平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、上部が外へ開く。

出土遺物：礫と剥片石器の破片各1点が出士する。

TP-38 (C2型) (図Ⅱ-33カラー3-2図版28-1～5)

位置:S・T-18検出層位：Ⅵ層平面形：円形/楕円形

規模：208×167cm坑底面規模: 108×48cm深さ: 121cm長軸方向:N-64｡ E

確認・調査:TP-38は調査区の西側等高線に並行しており、検出面では浅黄色の地すべり堆積層B

に覆われている。底面はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。底面から杭穴と思われる小ピットが

2カ所検出される。 KPOlは深さ34cm、 KPO2は深さ33cmである。杭穴の周囲はグライ化する。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-39 (B1型) (図Ⅱ-34図版29-l～3)

位置:Y-17･ 18、 Z-18検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/長楕円形

規模：328×140cm坑底面規模:279×35cm深さ: 118cm長軸方向:N-23｡ E

確認・調査:TP-36の北東側、 TP-40の西側に位置する。検出面の南半分及び周囲から掘り上げ士

が確認される。底面は平坦で、長軸方向の南壁はオーバーハングし、北壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物：遺物は出士していない。

TP-40 (A1型) (図Ⅱ-35図版29-4～6)

位置:Y･Z-17検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：293×103cm坑底面規模:264×17cm深さ:73cm長軸方向:N-16｡ E

確認・調査:TP-39の東側に位置する。底面は平坦で、長軸方向の南壁はオーバーハングし、北壁

はほぼ垂直に立ち上がり外傾する。短軸方向では外傾して立ち上がる。

出土遺物：礫1点が出土する。

TP-41 (C2型) (図Ⅱ-35図版30-1～5)

位置:V-18検出層位：Ⅵ層平面形：楕円形/長楕円形
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規模：231×184cm坑底面規模: 139×52cm深さ: 108cm長軸方向:N-56｡ E

砺認・調査:TP-41は調査区の西側等高線に並行しており、検出面では浅黄色の地すべり堆積層B

に覆われている。底面はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。底面から杭穴と思われる小ピットが

4カ所検出される。KPO1は深さ18cm､KPO2は深さ20cm､KPO3は深さ20cm､KPO4は深さ17cmである。

杭穴の周囲はグライ化する。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-42 (A1型) (図Ⅱ-36図版31-1．2)

位置:S-16検出層位：Ⅵ層平面形：長楕円形/溝状

規模：320×151cm坑底面規模:257×22cm深さ: 107cm長軸方向:N-7｡ W

砺認・調査：検出面でTa-d2ブロックを確認した。底面は平坦で、長軸方向の壁はほぼ垂直に立ち

上がり上部が外へ開く。短軸も同様に開口部が大きく開く。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-43 (C2型) (図Ⅱ-36図版31-3～7)

位置:Q-17． 18検出層位：Ⅵ層平面形：楕円形/長楕円形

規模:219×170cm坑底面規模: 119×48cm深さ: 116cm長軸方向:N-89｡ W

確認・調査：調査区の西側等高線に並行しており、検出面では浅黄色の地すべり堆積層Bに覆われ

ている。底面はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。底面から杭穴と思われる小ピットが2穴検出

される。 KPO1は深さ37cm、 KPO2は深さ35cmである。杭穴の周囲はグライ化する。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-44(A1型) (図Ⅱ-37カラー3-1 図版32-l～4)

位置：0．P-17． 18検出層位：地すべり堆積層A平面形：長楕円形/溝状

規模：403×132cm坑底面規模:338×26cm深さ: 106cm長軸方向:N-16｡ W

稲認･調査：重機でⅥ層検出作業中に黒色士と地すべり堆積層B最下部の浅黄色シルトに覆われて

検出された。覆土には浅黄色の凝灰岩が混じる。これは地すべり堆積層B下の地すべり堆積層Aが崩

落して堆積したものと考えられる。底面は平坦で、長軸方向の北壁は外傾して立ち上がり、南壁はほ

ぼ垂直となる。

出土遺物：遺物は出土していない。

TP-45 (A1型) (図Ⅱ-37カラー3-1 図版32-1 ．5･6)

位置：0－17． 18検出層位：地すべり堆積層A平面形：長楕円形/溝状

規模:312×86cm坑底面規模:263×25cm深さ:90cm長軸方向:N-20｡ W

確認・調査：検出面では地すべり堆積層Bが検出面に見られず覆土中に崩落して堆積しており、恐

らく地すべり堆積層A・Bを切って構築されていると思われる。地すべり堆積層Bを介して、 TP-44と

新|日がうかがえる。底面は平坦で長・短軸方向の壁がほぼ垂直に立ち上がる。

出土遺物：遺物は出土していない。

（長谷川）
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ショロマ2遺跡
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第Ⅱ章縄文時代の調査

TP-03 TP-03

I lOYR2/1

2 10YR3/2

3 10YR3/4

4 7．5YR2/3

5 10YR5/6

6 10YR3/2

7 7．5YR4/4

8 10YR6/4

9 10YR4/6

黒色

黒褐色

暗褐色

極暗褐色

黄褐色

黒褐色

褐色

にぶい黄燈色

褐色

Ｓ

ｊ

ｌ

↓

ｄ

〈
Ｕ
ａ

ｌ

Ｔ

①
ｊ

＋

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
０
↓

Ｌ
Ｌ

⑫
蛇
也
也
鈩
３

２
２

－
一
一
一
．
●
．
ｄ

詑
飛
手
詑
確
ふ
卵
碇
雁

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｌ
ｌ
制
赴
一
一
二

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅶ
面
面
Ⅶ
Ｖ

I
｡’

1

AF-7-7+

A B
－

○

LFLFFc"(JP158)

■

○

’
Ｅ
Ｃ
の
．
○
ト
。｡’ -J－【】Z

.’IA70.90m B

○土器

◇剥片石器

◆フレイク･チップ

ロ礫石器

■礫

ー

3
１
－
２
〆
５
』
６

4

章了藁冤
頓 ⑪ O Q O

lco：。。：C
G O （h o o

。：｡。：。。：
C o O C O

Ico：。。：。
＠ 御 ⑥ g C

o：。。：。。：
〔D O OO O

lco：。。：｡

震:乳
ワ｡：｡。：
》 。 。 つ く

？｡。goo

⑥
○
．
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
⑪
ｏ
ｏ
Ｏ
ｃ
Ｃ
ｏ
Ｄ
⑰
Ｄ
ｏ
ｐ
Ｏ
。
。

○
０
⑪
⑥
○
◎
口
。
。
、

ｃ
Ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
の
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｑ
□
。
。
○
こ

Ｃ
Ｏ
③
＠
ｃ
⑨
Ｃ
Ｑ
ｃ
ｃ
ａ
Ｃ

Ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｃ
⑦
Ｏ
Ｃ
Ｃ
◎
Ｏ
６
Ｑ
Ｏ
ｃ
Ｃ
Ｃ
こ

○
Ｃ
○
。
Ｃ
◎
。
。
ｃ
ｃ

。
◎
Ｏ
Ｃ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｑ
ｏ
ｃ
か
ご
り
○
○
ｎ
Ｏ
Ｃ
ｃ
Ｑ
ｏ
ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
○
。
。
。
。
ｎ
ｏ
ｃ
ｏ

ｃ
ｏ
○
．
ｏ
ｃ
ｎ
Ｃ
ａ
Ｃ
ｏ
ｃ
。
Ｃ
ｇ
ｏ
『
〕
Ｃ
Ｄ
《
》
○
◎

。
⑪
○
◎
○
。
。
。
○
つ

ｑ
ｏ
ｃ
ｏ
Ｏ
ｃ
Ｏ
Ｄ
ｏ
ｎ
Ｑ
ｃ
Ｏ
Ｃ
ｃ
ｏ
ｃ
Ｏ
。
。
。
。

０
．
。
。
○
。
。
。
。
。
Ｄ
Ｑ

ｃ
ｃ
ｃ
Ｏ
Ｑ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
ｃ
唖
Ｑ
Ｏ
ｏ
Ｃ
○
つ
◎
弓
ｏ
Ｃ
ｏ
ｏ

ｃ
Ｏ
。
。
Ｑ
こ
Ｄ
Ｃ
ｃ
ｃ

嬢
疎
癖
職
や
渉
竿
戦
や
穂
や

Ｃ
ｃ
ｏ
Ｏ
ｃ
Ｏ
Ｄ
ｏ
ｎ
Ｑ
ｃ
Ｏ
Ｃ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

Ｏ
。
。
。
○
。
。
。
。
。

ｃ
ｃ
Ｏ
Ｑ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
ｃ
唖
Ｑ
Ｏ
ｏ
Ｃ
○
つ
◎
弓

Ｃ
Ｏ
。
。
Ｑ
こ
Ｄ
Ｃ

廃
伶
癖
職
や
渉
竿
戦
や

７

一

一
日
１
１
ｕ
ｌ
ｌ
ｌ
ｇ
１
１
Ⅱ

○
。
ロ
ウ

〕
Ｃ
Ｏ
Ｃ
⑪
今
‘
ｃ
ｃ

○
つ
。
ｃ

】
リ
〔
〉
。
◎
《
・
◎
ｇ

ｏ
ｏ
。
Ｃ

》
。
、
。
。
。
。
ウ

Ｃ
Ｄ
ｃ
Ｑ

ｕ
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｇ
ｏ

ｏ
ｎ
。
。 ロウ

■

。一

々
‘
ｃ
ｏ
ｏ
ぐ
ｏ
ｎ
ｐ

ｏ
ｃ
○
○

《
・
Ｏ
ｇ
ｏ
ｏ
ｃ
ａ

ｏ
Ｃ
ｃ
－

Ｏ
ｃ
ウ
ご
Ｏ
つ
ａ

ｃ
Ｑ
Ｃ
ｅ

。
。
○
ワ
Ｄ
Ｇ
Ｃ

。
。
Ｃ
－

Ｃ
Ｃ
ｃ
ｇ
○
八
画
Ｃ

○
ｃ
０
コ

ｃ
ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
も

○
ｃ
○
一

．
０
．
○
．
↑
〕
こ

◎
。
Ｏ
ご

こ
ゆ
。
『
』
◎
Ｃ
ｏ

ｏ
。
Ｏ
型

Ｏ
ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
ｏ
ｏ

ｎ
Ｏ
ｏ
ｏ
１
Ｊ

３
Ｄ
Ｃ
３
Ｃ
旬
叱

＄

8 四
の
”
因

□

LL『型声｜Ⅲ9 ○

－し

/"
1

蝿’
’
1

｜

欝
〆

《1

綴、
い、-、．‘ゾゾ

に~ぞ;)′
rk－ － 1門

灘 ｙ

癖
峠
い
ふ
恥
が
》
ぜ
，
う

１
ｊ

ｊ
ｌ
ｊ

鐙
篭
謬
《
＃
窪
号
ｖ

」
ｌ
Ｊ

ｊ

６
，
６
“

な
〃
シ

ｐ
９
△
Ｌ
、

■
〃
■
■
一
口
■
ｇ
■
″
■
１
，
１
ｊ
Ｊ
ｌ
‐
Ｊ
‐
‐
β
０
‐
‐
Ｉ
ｆ
ｌ
Ｌ
■
■
■
■
■
■
〃

‐

ｌ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｈ
ｌ
ｌ
●
一
己
ロ
、
、

◇

0 唖
の
”
酎

靹
ロ

’
Ｅ
○
ｍ
・
ロ
ト
。｡’

A70.80m B
3

(2896）C二コ TP-04

1 10YR2/1

2 10YR3/2

3 10YR5/4

4 10YR3/2

5 5YR4/4

6 5YR3/6

7 7．5YR4/6

8 10YR4/6

黒色

黒褐色

にぷい黄褐色

黒褐色

にぶい赤褐色

暗赤褐色

褐色

褐色

Vb＝Ta－d2L

Vb＝Ta－d2P

Ⅵ＝Ta-d2P

ｊ↓０３ゆくＰ
Ｓ

ｄ
ｄ
２
１

ａ
ａ一
一
ｂ

Ｔ
Ｔ

Ｖ
肌

一
一
三
一
一
ｄ

Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
ま

１
２
１
２
Ｔ

制
冠
剥
尅
一

膨
耐
晒
耐
Ｖ

895）

LF4Fjc"

8

図Ⅱ-16TP-03･04平面及び断面図・出土遺物

69



ショロマ2遺跡
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第Ⅱ章縄文時代の調査
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ショロマ2遺跡
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図Ⅱ-24TP-17． 18平面及び断面図
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ショロマ2遺跡
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図Ⅱ－25TP-19．20平面及び断面図
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第Ⅱ章縄文時代の調査
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図Ⅱ-26TP-21･22平面及び断面図・出土石器
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ショロマ2遺跡
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第Ⅱ章縄文時代の調査
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ショロマ2遺跡
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第Ⅱ章縄文時代の調査
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ショロマ2遺跡
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第Ⅱ章縄文時代の調査
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ショロマ2遺跡
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図Ⅱ－36TP-42･43平面及び断面図
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ショロマ2遺跡

TP-44

.’
TP－44

l 10YR8/4

2 10YR3/1

3 10YR3/3

4 10YR6/4

5 10YR5/2

6 7．5YR4/2

7 7．5YR4/6
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9 5YR4/6

l0 5YR3/6

11 10YR4/1

12 7．5YR4/2

l3 5YR4/6

14 7．5YR3/2

。’

、』
浅黄榿色

黒褐色

暗褐色

にぶい黄燈色

灰黄褐色

灰褐色

褐色

にぶい黄褐色

赤褐色

暗赤褐色

褐灰色

灰褐色

赤褐色

黒褐色

地B3

Vb＋灰黄褐色礫＝Ta-d2P

Ⅵ－灰黄褐色礫(.201)-Ta-d2P

Ⅵ＝Ta-d2P

Ⅵ＝Ta－d2P

Ta－dlS＝Ta-d2P

Ta-d2P-Ta-dlS

Ⅵ＝Ta－dlS＝Ta-d2P

Ta-d2L三Ta-dlS

Ta-d2P＝Ta－dlS

Ⅵ＝Ta-d2L(｡20↓）

Ⅵ－Ta-d2P

Ta-d2P-Ⅵ

Ta－d2P’
＋

－78－76
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－

B

TP-45
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威
卜
○』

A72.70m B

B

メ

o-'"W

’
Ｅ
ｏ
Ｆ
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。｡’

A72.70m B

TP－45

l 10YR3/1

2 10YR6/4

3 10YR4/3

4 10YR4/2

5 10YR4/1

6 10YR5/4

7 7．5YR5/8

V＋灰黄褐色礫＝Ta-d2P＋Ta-dlS

地A＝灰黄褐色礫

地A＝Ta－dlP＋Ta-d2I-

地A＋Ta-dlS

Ta-dlS

Ta-dlS＝Ta－d2P

Ta－d2P＝Ta－dlS

黒褐色

にぶい黄榿色

にぷい黄褐色

灰黄褐色

褐灰色

にぶい黄褐色

明褐色 LLrL型声一Ⅲ

図Ⅱ-37TP-44｡45平面及び断面図
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冒底則
一
祁
溺
一
郎

備考

謎
釧

1－19

1－21

1－21

1－22

1－22

完形

完形､被熱

－

第3節土坑

平成25年の調査により7基、平成26年の調査により7基の計14基を検出した。重複関係に当たる

ものはVP-01．02の2基である。分布は調査区南側にVP-01～03．08の4基、中央にVP-04．05．07

の3基、北側にVP-06． 10～15の7基がある。平面形は楕円形(不整楕円形含む)を基調としたものが

9基と多く、ほかは円形を基調としている。断面形は底面が平坦で、壁が緩やかに外傾して立ち上が

るⅡ状を呈するものが多い。覆土はV層の流れ込みや壁の崩落士を主体としている。遺物が確認され

たのはVP-01．03．05～08の6基で、礫が主体を占めている。そのうちVP-01からⅢ群Bl類土器が

出士しており、縄文時代中期後葉の天神山式期以前、VP-02は土器を伴出していないが後期初頭以降

の構築と思われる。ほかの士坑の構築時期は不明である。なお、VP-09は精査の結果、 自然営力によ

る痕跡と判明したため欠番とした。

調査方法は検出状況を確認・撮影後に半裁あるいは四分割し、掘り広げて士層断面を確認・撮影・

実測した。その後残り半分を掘り上げ、平面を確認・撮影・実測して終了とした。

VP-01 (図Ⅱ-38図版33-1．2， 53-1 ．2)

位置:AG-06検出層位：Ⅵ層平面形：楕円形

規模: 109×88cm坑底面規模: 79×57cm深さ: 19cm長軸方向:N-25｡ E

確認・調査:VH-01の北側のⅥ層を精査中、南壁がVH-01に切られた状態で検出した。覆土は黒色

士を主体とし、平面形は楕円形である。底面は平坦で、壁が緩やかに外傾して立ち上がる。

出土遺物（図Ⅱ-38-1.2) :遺物は士坑北側の覆士上・中位に多く、Ⅲ群Bl類の胴部土器片3点、

ポイント類1点、ナイフ・スクレイパー類2点、FC3点、礫7点が出土している。 lはつまみ付きナイ

フでAl類に属する｡縦長素材の周縁のみ加工しているもので､つまみ部の一部に転礫面を残している。

2はエンド・スクレイパーでB2類に属する。表面に岩砕面を残す縦長剥片を素材としたもので、下縁

に調整加工の刃部を作り出している。石材はともに黒曜石である。

VP-02 (図Ⅱ-38図版33-3．4)

位置:AD・AE-07検出層位：Ⅵ層平面形：不整楕円形

規模: 102×73cm坑底面規模: 77×44cm深さ:23cm長軸方向:N-37｡W

確認・調査:VH-05の北側を精査中、Ⅵ層でVH-05の壁を切る黒褐色士を主体とする楕円形の士

坑を確認した。底面は平坦で、壁が外傾して立ち上がる。

9ノ

図版

番号

個体

名称

遺物

番号
遺物名 分類 遺構名 層位

計測値(皿）

長軸 短軸 厚さ
重量(9) 材質

51－6 一 2895 たたき石 IB3 TP-04 1 172.0 55.0 44.8 430.0 Sa.

51－7 一 2896 たたき石 IB1 TP－O4 1 154．5 53.0 28．9 345.0 Sa．

51－11
一 3507 ポイント類 A3 TP－lO 1 25.4 15．5 3.3 0.9 Obs.

52－2 一 3876 たたき石 HA3 TP－l3 1 (69.9） 57．3 37．2 (220.0） Sa．

52－3 － 4074 たたき石 IBl TP－l3 2 92．1 56.7 42.1 240.0 Sa．

52－4 － 3920 たたき石 IB2 TP－l4 3 114．6 48.1 41．0 300.0 Sa．

52－5 VSTOlO 3829 たたき石 ⅡA2 TP－l4 1 170.3 110．9 37.2 908.2 Sa．

52－6 一 3824 台石 一 TP－l6 1 (305.7) (231.4) 74．5 (10,200.0) Sa．

52－7 ー 4162 石斧 Al TP－21 1 91.4 45.5 27．4 174.8 Gr-Mud．

52－8 ー 4164 ポイント類 A4 TP-22 1 37.9 15．8 7.4 3.3 Obs.

52－9 一 5628 石皿 一 TP－28 1 (250.3） (235.3） 60.2 (4,650.0) Sa．



ショロマ2遺跡

出土遺物：遺物は出土していない。

VP-03 (図Ⅱ-38図版33-5･6)

位置:AD・AE-12検出層位：Ⅵ層平面形：円形

規模：227×226cm坑底面規模: 190×182cm深さ:31cm長軸方向:K-9｡ E

確認・調査:TP-02．07の北側を精査中、東西セクシヨンベルトにかかり、黒褐色士を主体とする

落ち込みとしてⅥ層で検出した。底面は西側がほぼ平坦で、東側が緩やかに窪んでいる。壁は緩やか

に外傾して立ち上がる。

出土遺物：南側の覆土上位から砂岩の破砕礫2点が出土している。

VP-04 (図Ⅱ-38図版33-7．8)

位置:Y-15検出層位:Vc層平面形：長楕円形

規模: 114×66cm坑底面規模: 104×45cm深さ:5cm長軸方向:N-72｡W

確認・調査:Vc層を精査中、黒色士からなる長楕円形の落ち込みとして検出した。断面はⅢ状を

呈する。

出土遺物：遺物は出士していない。

VP-05 (図Ⅱ-39図版34-1 ．2)

位置:Y-15． 16検出層位:Vc層平面形：楕円形

規模：77×53cm坑底面規模: 35×23cm深さ: 16cm長軸方向:N-85｡ E

確認・調査:VP-04の完掘撮影のため西側周辺を清掃中、礫を露出した落ち込みとしてVc層で検

出した。断面は底が丸く、壁が外傾する。

出土遺物：西側の覆士から砂岩の大型扁平礫4点が出土している。

VP-06 (図Ⅱ-39図版34-3．4)

位置: I-10検出層位:Vc層平面形：不整楕円形

規模：92×80cm坑底面規模:63×55cm深さ: 17cm長軸方向:N-51｡ E

確認・調査:VH-06の北西側でVc層を精査中、礫を露出した黒色士の落ち込みとして検出した。

底面は平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

出土遺物：礫が1点出士している。

VP-07 (図Ⅱ-39図版34-5)

位置:W･X-14検出層位：Ⅷ層平面形：円形

規模: 119×118cm坑底面規模:84×67cm深さ:26cm長軸方向:N-60｡W

確認・調査:VH-04の北側周辺でⅦ層を精査中、人頭大を超える礫の一部が露出したため礫の周

囲をさらに精査したところ、黒色士を主体とする落ち込みとして検出した。断面は深Ⅲ状を呈する。

出士遺物：西壁に接し、坑底から検出面にかけて砂岩の礫1点、礫の北側で覆土中位からUF1点

が出土している。

VP-08 (図Ⅱ-39図版34-6．7)

位置:AB-07検出層位：Ⅶ層平面形：楕円形

規模： （270)×(191)cm坑底面規模: (257)×(170)cm深さ:7cm長軸方向:N-32｡ E

確認・調査:VH-03の北側周辺を精査中、Ⅶ層上位で検出した。検出撮影後、東西南北に士層観

察用十字ベルトを設定し調査を行った。平面形は東側が道路で削平されているが、楕円形を呈すると
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第Ⅱ章縄文時代の調査

考えられる。底面は東側が地山なりに緩やかに傾いており、西側は概ね平坦である。壁は丸みをもっ

て立ち上がる。

出土遺物：覆士下位からは砂岩の破砕礫4点、南壁で黒曜石のRFl点が出土している。

VP-10 (図Ⅱ-40図版34-8, 35-1)

位置:M-10検出層位：Ⅶ層平面形：楕円形

規模：52×43cm坑底面規模:29×20cm深さ:6cm長軸方向:N-25｡E

確認・調査：Ⅶ層を精査中、 Ta-cテフラに黒色士が微量に混じる楕円形の落ち込みを検出した。

さらに下層で黒色士を確認した。断面は皿状を呈する。

出土遺物：遺物は出土していない。

VP-11 (図Ⅱ-40図版35-2．3)

位置:N-10検出層位：Ⅶ層平面形：楕円形

規模：50×32cm坑底面規模:23×10cm深さ: 14cm長軸方向:N-65｡ E

確認・調査：Ⅶ層を精査中、 Ta-cテフラに黒色士が多量に混じる楕円形の落ち込みを検出した。

さらに下層で黒色士を確認した。断面は底が丸く、壁が外傾する。

出土遺物：遺物は出土していない。

VP-12 (図Ⅱ-40図版35-4．5)

位置:P-09検出層位：Ⅶ層平面形：円形

規模：56×55cm坑底面規模:25×15cm深さ:20cm長軸方向:N-3｡W

確認・調査：Ⅶ層を精査中、暗褐色士からなる円形の落ち込みとして検出した。断面は丸底で壁

が外傾して立ち上がる。

出土遺物：遺物は出土していない。

VP-13 (図Ⅱ-40図版35-6．7)

位置:N・0-11検出層位：Ⅶ層平面形：楕円形

規模：56×36cm坑底面規模:20×15cm深さ:8cm長軸方向:N-55｡W

確認・調査：調査区北側の南に延びる舌状部西斜面の緩い小谷地形でⅦ層を精査中、炭化物を含む

黒色士からなる楕円形の落ち込みとして検出した。断面はⅢ状を呈する。

出土遺物：遺物は出土していない。

VP-14 (図Ⅱ-40図版35-8, 36-1)

位置:J-10検出層位：Ⅶ層平面形：楕円形

規模：99×85cm坑底面規模:89×59cm深さ:7cm長軸方向:N-56｡W

確認･調査:VH-06の西側でⅦ層を精査中、黒褐色士からなる楕円形の落ち込みとして検出した。

底面は平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

出土遺物：遺物は出土していない。

VP-15 (図Ⅱ-40図版36-2．3)

位置:J-10検出層位：Ⅶ層平面形：円形

規模: 120×113cm坑底面規模:96×82cm深さ:22cm長軸方向:N-12｡W

確認・調査:VH-06の北西側でⅦ層を精査中、にぶい褐色士及び黒褐色士からなる円形の落ち込

みとして検出した。底面は平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がる。
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出土遺物：遺物は出土していない。

(工藤）

表Ⅱ-36VP属性表
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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表Ⅱ－37VP出土石器属性表
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図版
番号
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層
位

平面形

調査面／

坑底面

調査面規模(c､）

長軸 短軸
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長軸 短軸

深さ
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長軸

方向
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査
面

長
短
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坑
底
面

長
短
比

33-1･2

33－3．4

33－5．6

33－7．8

VP-01

VP-02

VP-03

VP-04

AG－06

AD･AE－07

AD･AE－l2

Y－l5

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Vc

楕円形/楕円形

不整楕円形／
不整楕円形

円形/円形

長楕円形／
長楕円形
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227
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88
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66

79
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57

44
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5

N-25･E
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N－9~E
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1．24
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1．00

1．73
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1．75
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Ⅶ
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(257）

23

55

67

(170）
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Ⅶ

Ⅶ
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Ⅶ
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56
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8
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N－l2W

1．21

1.56

1．02

1.56

1.16

1.06

1．45

2.30

1．67

1.33

1．51

1．17

図版
番号

個体

名称

遺物

番号
遺物名 分類 遺構名 層位

計測値(mm)

長軸 短軸 厚さ
重量(9) 材質

53－1 一 2806 ナイフ･スクレイパー類 Al VP-01 2 34.6 15．6 6．0 2.6 Obs.

53－2 ー 2795 ナイフ･スクレイバー類 B2 VP－01 1 37.7 28.5 11．4 11．9 Obs．
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図Ⅱ－40VP-10～15平面及び断面図

第4節焼土

平成25年の調査により15基、平成26年の調査により6基の計21基を検出した。分布は調査区南

端から北西側にVF-01～07．09～12･ 14． 15の13基、中央から西端にVF-08・ 13． 16の3基、調査

区北側にVF-17～21の5基がある。重複関係に当たるものはVF-13．18の2基である。確認層位別で

はV層が8基、Ⅵ層が3基、Ⅶ層が10基である。Ⅶ層が多い要因としては調査区南側が細い尾根状地

形のためⅥ層が流出し、形成されるべき縄文時代のV層が薄かったと考えられる。VF-03．04．21の

3基は掘り込み炉で、屋外に設けた炉である。VF-21からは被熱した破砕礫が多量に出土しているこ
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とから集石炉としての機能を有していたと考えられる。焼土は伴出土器から判断し、VF-01．03･04･

09．10･14の6基が縄文時代中期後葉のⅢ群Bl類土器期に、VF-19が後期前葉のⅣ群Bl類土器期に

相当する。

すべての焼士は土壌を採取してフローテーション処理を行い､クルミ等の炭化種子を検出している。

詳細は種子を分析鑑定された椿坂氏の報文第Ⅲ章第2節を参照していただきたい。

調査方法は検出状況を確認・撮影後に半裁し、掘り広げて士層断面を確認・撮影・実測した。その

後残り半分を掘り上げ、平面を確認・撮影・実測して終了とした。

VF-01．02 (図Ⅱ－41 図版36-4～7, 53-3)

[VF-01]位置:AJ-06検出層位：Ⅶ層平面形：不整楕円形規模:74×62cm厚さ:7cm

出土点数：土器2点

[VF-02]位置:AJ-06検出層位：Ⅶ層平面形：不整楕円形規模:54×50cm厚さ:7cm

出土点数：なし

確認・調査:VSB-07の北側を精査中、南北にVF-01 ．02が約30cm離れ、暗赤褐色士の広がりと

してⅦ層で検出した。2基同時に検出撮影し、両基の中央にかかるように半裁して調査した。断面は2

基ともに浅い丸底状を呈する。

出土遺物（図Ⅱ-41-1) : 1はVF-01から出土したⅢ群B1類に属する胴部の土器片である。LR斜縄

文を施し、胎士に砂粒を少量含む。

VF-03 (図Ⅱ-41 図版36-8, 53-4)

位置:AJ-05検出層位：Ⅶ層平面形：楕円形規模: 102×85cm厚さ:33cm

出土点数：土器1点、 FCl点、礫1点

確認・調査:VSB-07の北側周辺を精査中、焼土・炭化物を含む黒褐色、赤褐色士の落ち込みとし

てⅦ層で検出した。窪地状地形の底を利用し、 さらにⅦ層を大きく掘り込み構築している。平面は楕

円形を呈する｡断面は南側が1段深く掘り込み､北側で緩斜面を呈して壁に至り外傾して立ち上がる。

出土遺物（図Ⅱ-41-2) :2はⅢ群B1類に属する土器の突起部で、VF-03．04周辺グリッドから出

士したものと接合して復元した。器形は筒を角ばらせた形で、傭I敢は四辺がふくらんだ長方形を呈す

る。胴部下半から底部を欠く。 口縁部は丸みをもつ「P」の字状肥厚帯がめぐる。小突起4個配置す

るが、 2個現存している。 口唇部には半裁竹管による押引文をめぐらす。突起下には「V」の字状沈

線文が施されている箇所とされていない箇所がある。地文はLR斜縄文である。胎土は繊維と砂粒を少

量含む。

VF-04 (図Ⅱ-42図版37-1， 53-5．6)

位置:AJ-05検出層位：Ⅷ層平面形：不整楕円形規模: 115×70cm厚さ: 15cm

出土点数：士器18点、 FCl4点、礫1点

確認・調査:VF-03の完掘撮影のための清掃中、焼土・炭化物を含む暗赤褐色、暗褐色土の落ち込

みとしてⅦ層で検出した。南端側で土器が多く出土したことから、土層断面は士器にかかるように半

裁し、北側から掘り広げた。平面形は東側が道路で削平されているが、不整な楕円形と思われる。底

部は平坦で、壁が外傾して立ち上がる掘り込み炉である。

出土遺物（図Ⅱ-42-1 .2) : 1は一部が木根にかかり、南端の検出面を主体に出土したⅢ群Bl類に

属する土器である。 口縁部に4個の山形突起を配し、 口唇部には丸みをもつ「P」の字状肥厚帯をめ
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第5節土器集中

平成25年．26年の調査により計12カ所を検出した。このうちVPB-01 ．02は互いに近接し出土す

るが接合関係は確認できなかった。VPB-03．04は、VSB-04．05．07の周辺にあり検出層位が近いが

それぞれ個別の遺構として取り扱った。VPB-05はTP-14より上位で確認されており、これよりも新

しいことが判明した。同様の関係はVPB-07とTP-26でも確認できた。VPB-06.08～l1は単独で検出

されているため、ほかの遺構との関係をうかがうことはできない。VPB-12はVF-14の検出面に極め

て近接して出士しており、この両遺構は同時性が考えられる。時期別ではⅢ群A類はVPB-10の1カ

所、Ⅲ群B2類はVPB-03．04．08． 12の4カ所、Ⅳ群A2類はVPB-01･02．05．07．09･11の6カ

所、Ⅳ群Bl類はVPB-06の1カ所である。

調査方法は検出状況を確認し、撮影した後に平断面図を作成し、遺物を取り上げた。

VPB-01 (図Ⅱ-45図版41-5, 54-1～3)

位置:AG-12層位:Va層規模:64×51cm

出土点数：土器83点

礪認・調査：調査区の南斜面に位置し、V層上部で検出した。

出土遺物（図Ⅱ-45-1～3) : 1 ．2は口唇部が角状となる口縁部である。 口縁部が肥厚しているよう

に見えるが、工具により器面を削り取り、肥厚帯を意識したように口縁部が区画される。 口唇部には

LR縄文が施され、工具により削り取られ無文地になった部分には小型の円形刺突文が施される。胴部

はLR縄文原体で斜位・横位の縄文が施される。 3は胴部で幅広の貼付帯が認められる。胴部と貼付帯

ともにLR縄文が施される。 l～3はいずれもⅣ群A2類に属する土器である。

VPB-02 (図Ⅱ-45図版41-6， 54-4．5)

位置:AG-12層位:VbU層規模:82×44cm

出士点数：土器102点、礫1点

稲認・調査:VPB-01と同様、斜面にかかりVbU層で検出した。VPB-01･02は1rnほどの距離を

おいて検出した。

出土遺物（図Ⅱ-45-4.5） ：4．5はいずれもⅣ群A2類に属する胴部の土器片で、地文と幅広の貼付

帯にLR縄文が施される。

VPB-03 (図Ⅱ-45図版41-7, 54-6)

位置：州－07．08層位:VbM層規模: 24×18cm

出土点数：土器22点

硫認・調査：調査区南端の斜面に位置し、Vb層で検出した。遺構確認時点でVF-01･02との関係

を考慮して周辺を精査したがこれらの遺構に接合する遺物がなく、時期差の判断はできなかった。

出士遺物（図Ⅱ-45-6） ：6はⅢ群B1類に属する底部の士器片である。器面にはLR縄文が施され、

底面には植物の茎と思われる痕跡が認められる。

VPB-04 (図Ⅱ-46図版41-8， 54-7．8)

位置:AI ・AJ-06層位:Vb層規模: 125×104cm

出士点数：土器52点、礫3点

確認・調査:V層上部の調査中、土器片が出土しており、これを土器集中と捉え遺構の付番をし、

調査を行った。
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出土遺物（図Ⅱ-46-1．2) : 1は口縁部が肥厚し、これに半裁竹管により押圧文が施される。肥厚帯

下部の口縁部にはRLR複節縄文が施される。 2はlと異なる個体の土器で胴部にLR縄文が施される。

いずれもⅢ群Bl類に属する土器である。

VPB-05 (図Ⅱ－46．47図版42-1, 54-9～15)

位置:AE-09・ 10層位:Va～VbM層規模: 156×133cm

出土点数：土器129点、石器3点、礫19点

確認・調査:VSB-01． 16、VF-07周辺の遺構とともにほぼ同じレベルで検出した。

出土遺物（図Ⅱ-47-1～7) : 1～4はⅣ群A2類に属する士器である。 lは口唇部が角状となり、 LR縄

文が施される。2は口縁部が肥厚し、この下位は階段状の肥厚帯になる。地文に縄文が施されたのち、

縄端圧痕による下から突き上げる刺突文がつけられる。3．4にはLR縄文が胴部､貼付帯に施される。

5はポイント類A4類で不明瞭な茎部を有する石鍼であり、柄の部分が欠損している。6．7はたたき石

でいずれも欠損している。このうち6は平坦部と上部側縁に、 7には両面平坦部と側縁部にたたき痕

が認められる。

VPB-06 (図Ⅱ-48図版42-2, 54-16. 17)

位置：肥-13層位:Va層規模: 148×108cm

出土点数：土器216点、石器3点、 FCl点、礫6点

稲認・調査：倒木痕の窪みで検出した。

出土遺物(図Ⅱ-48-1.2) :1はⅣ群Bl類に属し､小型の山形突起を4カ所にもつ士器と思われる。

口縁部はほぼ直立し胴部下半よりややすぼまる器形を呈する｡器面が一部剥落するがLR縄文が施され

る。 2はナイフ・スクレイパー類でつまみ部分を欠損する。器面上部には火ハネが認められる。

VPB-07 (図Ⅱ-48図版42-3, 55-1～3)

位置:AB-14層位:VbU層規模:39×26cm

出土点数：土器25点

確認・調査:TP-26の上部で検出した。

出土遺物（図Ⅱ-48-3～5） ：3～5はⅣ群A2類に属する土器である。 3は口縁部片で、下から突き上

げる縄端圧痕が施されている。 4．5は胴部片でLR縄文施文後に表面をナデ成形している。

VPB-08 (図Ⅱ-49図版42-4, 55-4.5)

位置:W-12． 13層位:Va～VbU層規模: 137×llOcm

出土点数：土器117点、石器1点、礫37点

稲認・調査：北向きの平坦部から斜面にかかる位置で出士する。

出土遺物（図Ⅱ-49-1.2) : 1．2はⅢ群B1類に属する同一個体の土器である。胴部と底部は接合

できなかった。胴部には垂下する貼付文に半裁竹管の刻みを施し、同工具で横位の沈線を描く。縄文

は直前段多条LRで、縄文は底面まで施される。内面は比較的よくミガキが施されている。

VPB-09 (図Ⅱ-49図版42-5, 55-6)

位置:Z-16層位:Va層規模: 157×127cm

出土点数：土器98点、石器1点、礫4点

稀認･調査:V層上面精査中に検出された。検出の範囲はほかの土器集中に比較して規模の大きな

ものである。
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出土遺物（図Ⅱ-49-3） ：3はⅣ群A2類に属する土器である。胴部に羽状縄文を施し、 2条の貼付

帯にはLR縄文が施される。

VPB-10 (図Ⅱ-50図版42-6, 55-7)

位置:P-10層位:VbM層規模:69×43cm

出士点数：土器30点、礫3点

確認・調査:V層上面を精査中に検出された。検出層位はVbM層である。

出土遺物（図Ⅱ-50-1) : 1はⅢ群A類の土器である。胴部の最下部と底部が復元される。結束第2

種羽状縄文が施される。底部はやや上げ底で、内・外面ともにナデ調整される。

VPB-11 (図Ⅱ－50図版42-7, 55-8)

位置:AC-ll層位:VbL層規模: 18×16cm

出土点数：士器10点

確認・調査：調査終了写真撮影のため、一部残っていたv層最下部を精査中に検出した。

出土遺物（図Ⅱ-50-2） ：2はⅣ群A2類に属する士器で、 口唇部は断面角状となりLR縄文が施され

る。 口縁部は幅広く肥厚し、この中ほどに竹管状工具で横位沈線状の窪み線が認められる。肥厚帯下

位の器面にはLR縄文が施された後に縄端による刺突文が施される。

VPB-12 (図Ⅱ-50図版39-4, 55-9～11)

位置:AB-08層位:VbL層規模:26×13cm

出土点数：土器14点、 FCl点

確認・調査:VF-14の調査中に同一レベルよりまとまって士器が出土した。当初VF-14の遺物と

して取り上げたが、これを新たに土器集中とした。

出土遺物（図Ⅱ-50-3～5） ：3～5はⅢ群B1類に属する同一個体の士器で、 LR縄文が施される。内

面はナデ調整される。

（長谷川）

表Ⅱ-40VPB属性表
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

備考
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

点６礫
点
憾
点

９
Ｌ
諏
点

伽
川
胤
囎

漁
猟
塩
点

占
い胤
鮴
珊
淵
淵
淵
鮴
詑

点
猟
点
点
聰
隙
点
原
点
息
点
占

３
０
２
２
２
１
５
１
８
０
０
４

８
１
２
５
１
２
２
１
９
３
１
１

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
巽

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

109

図版番号 遺構名 グリッド 層位 平面形
規模(cm)

長軸 短軸 厚さ

41－5

41－6

41－7

VPB-01

VPB－O2

VPB-03

AG－l2

AG-12

AH-07･08

Va

VbU

VbM

ー

一

ー

64

82

24

51

44

18

ー

ー

一

41－8

42－1

VPB-04

VPB-05

AI･AI-06

AE-09･10

Vb

Va～VbM

一

一

125

156

104

133

ー

一

42-2

42－3

VPB-06

VPB-07

AB－l3

AB－l4

Va

VbU

一

一

148

39

108

26

■■■■

ー

42－4

42－5

VPB-08

VPB－09

W-12･13

Z－l6

Va～VbU

Va

一

ー

137

157

110

127

■■■■

一

42－6

42-7

39－4

VPB-10

VPB-ll

VPB－l2

P－lO

AC－ll

AB-08

VbM

VbL

VbL

一

ー

■■■■

69

18

26

43

16

13

一

一
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ショロマ2遺跡

表Ⅱ－41 VPB出土土器属性表

1－45－6

1－48－4

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

表Ⅱ-42VPB出土石器属性表
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

挿図

番号

I-47-5

1－47－6

備考

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

〃6

図版

番号

個体

名称
分類

遺構名／
グリッド

層位 点数 部位

｜器形等 文様

口縁一口唇／

胴部／

底側面一変換点一底面

l

q

’

口唇一口縁一内面／

胴部一内面／
底側面一底面一内面

胎士

54－1 JPll8A ⅣA2 VPB－01 Vb 8 口縁部 平縁-肥厚帯/直立
LR縄文一

円形刺突文．

ケズリ･LR斜縄文
砂粒中量

54－2 JP118B WA2 VPB-01 Vb 1 口縁部 平縁一隅丸角状/直立 LR縄文-ケズリ･LR斜縄文 砂粒中量

54-3 JP120 WA2 VPB-01 Vb 2 胴部 直立 低い貼付帯･LR斜縄文 砂粒中量

54-4 JPll6A WA2 VPB-02 Vb 1 胴部 外傾 貼付帯･LR斜縄文 砂粒少量

54－5 JPll6B WA2 VPB-02 Vb 1 胴部 外傾 貼付帯･LR斜縄文 砂粒少量

54－6 JPO78 mBl VPB-03 V 3 底部
上げ底･外反･外端

丸みをもって張り出す

LR斜縄文一

植物茎と思われる痕跡
砂粒．

繊維少量

54－7 JPO10B mBl
VPB-04

AG－07

V

Vb

1

2
口縁部

小突起．

断面三角形･直立
ミガキ･半裁竹管文一

ミガキ/RLR斜縄文
砂粒少量

54-8

54－9

JPO84

JP105A

ⅢBl

WA2

VPB-04

VPB-05

V

Vb

1

2

胴部

口縁部

直立

平縁･断面隅丸角状．
折返口縁/直立

LR斜縄文-ﾐガキ

LR斜縄文･縄端圧痕．
LR斜縄文

砂粒少量

砂粒多量

54-10 JPll2B WA2 VPB-05 Vb 1 口縁部 平縁･内傾･直立
LR縄文-貼付帯．

LR縄文･縄端圧痕
砂粒多量

54－11 JP112A WA2 VPB-05 Vb 1 胴部 外傾 貼付帯･LR縄文 砂粒多量
54-12 JP105B WA2 VPB-05 Vb 3 胴部 直立 貼付帯･LR斜縄文 砂粒多量

54－16 JPO96 WBl VPB-06 Vb 53
口縁部

～胴部

小型の山形突起・

断面丸味/円筒状
LR縄文-LR斜縄文一
ミガキ/LR斜縄文-ﾐガキ

砂粒多量

55-1 JP119A ⅣA2 VPB-07 Vb 2 口縁部 外傾
貼付帯･LR斜縄文．

縄端圧痕
砂粒中量

55－2 JP117 WA2 VPB-07 Vb 4 胴部 直立 LR斜縄文･ナデ 砂粒中量

55－3 JP119B WA2 VPB-07 Vb 1 胴部 直立 LR斜縄文･ナデ 砂粒中量

55－4

JPO98A

JPO98B

JPO98F

mBl

VPB-08

Y－l2

Z－ll

VPB-08

W－l2

VPB-08

Va

Vb

Vb

Vc

Va

1

1

3

1

5

1

14

胴部～

底部

外傾／
底部外端張り出す．

上げ底

貼付文・

半裁竹管による
沈線文.

LR斜縄文一
ﾐガキ

砂粒少量

55－5 JPO98C mBl VPB-08 Va 4 胴部 外傾
貼付文･半裁竹管に
よる沈線文.

LR斜縄文-ﾐガキ

砂粒少量

55－6 JPlOlA IVA2 VPB－09 Vb 1 胴部 直立 貼付帯･羽状縄文一ﾐガキ 砂粒多量

55－7 JP130 ⅢA
VPB-10

P-10

VbU

VbM

18

2
底部 外傾･平底

結束第2種羽状縄文一
ナデーナデ

砂粒中量

繊維少量

55－8 JP104 WA2 VPB-11 Vb 10 口縁部 平縁一隅丸角状
LR縄文一貼付帯･指頭に
よる沈線文･LR斜縄文．
縄端圧痕一ナデ

砂粒多量

55－9 JPO89B mBl VPB-12 VbL 1 胴部 外傾 LR縄文 砂粒少量

55-10 JPO89C mB1 VPB-12 VbL 1 胴部 外傾 LR縄文 砂粒少量

55-11 JPO89A mBl VPB-12 VbL 1 胴部 外傾 LR縄文 砂粒少量

図版
番号

個体
名称

遺物

番号
遺物名 分類 遺構名 層位

計測値(mm)

長軸 短軸 厚さ
重量(9) 材質

54-13 ー 3771 ポイント類 A4 VPB－05 Vb (25.5） 14．8 5.2 (1.7) Obs．

54-14 ー 3770 たたき石 IBl VPB－05 Vb (86.7） 52.6 37.7 (270.0） Sa．

54-15 一 3768 たたき石 ⅡB2 VPB－05 Vb (54.3） 66.1 46．7 (260.0) Sa.

54－17 ー 4284 ナイフ･スクレイバー類 Cl VPB－06 Vb (39.6） 14．3 7.6 (4.3） Sh．
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第6節礫集中

平成25年の調査により23カ所、平成26年の調査により8カ所の計31カ所を検出した。それぞれ

の遺構については、表Ⅱ－43を参照していただきたい。また、伴出する遺物は属性表にまとめ、図化

できるものは掲載した。なおVSB-05は人為的でないものと判断したため欠番とした。また礫群の被

熱痕等の詳細については、表Ⅱ-46を参照していただきたい。
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VSB-01 (図Ⅱ-51 図版42-8, 56-1～5, 67-1)

位置:AE-10層位:Va層規模:366×314cm

出土点数：士器12点、石器10点、 FC9点、礫32点

確認・調査:V層上面を精査中に検出した。礫の集中域でⅣ群A2類土器が伴出するため縄文時代

後期初頭の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-51-1～5) : 1はⅣ群A2類に属する土器で、地文にRL縄文が施され、貼付帯上に

も同様に縄文が施されている。VSB-16出土土器と接合した。2はたたき石で、両側縁及び下縁部と平

坦面にたたき痕が認められる。 3はたたき石で、長軸下端と右側縁にかけてたたき痕が認められる。4

は台石で3点が接合した。 5は石斧のF類に属する小型のもので刃部を欠損する。
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VSB-02 (図Ⅱ-52．53図版43-1, 56-6～14, 67-2)

位置：岨－07層位:VbM～L層規模: (306)×(154)cm

出土点数：土器33点、石器ll点、 FC21点、礫174点

確認・調査:V層を調査中に検出した。北側が試掘坑で切られ、全形は確認できなかった。礫集中

は伴出土器から縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-52-1～3, 53-4～9) : 1～3はⅢ群Bl類に属する士器である。 lは礫集中の西側で

比較的まとまって出土した。口緑部が外へ張り出しLR縄文が施される。口縁部に3個の山形突起を認

める。縄文は口縁から胴部にかけて施される。VSB-06出土土器と接合した。2は口縁部付近の土器片

で、垂下する貼付文と口縁部に半裁竹管による刺突文が施される。地文はLR縄文である。 3は胴部の

土器片である。地文にLR縄文が施され貼付文と半裁竹管による沈線文が施される。4はナイフに属す

るもので、つまみ部分があまりえぐり込まないものである。5～7はたたき石で、側縁や平坦部にたた

き痕が認められる。 8．9は台石で、縁辺部と平坦部にたたき痕が認められる。

VSB-03 (図Ⅱ-54図版43-2, 57-1 .2, 67-3)

位置:AH-07．08層位:VbU層規模:208×109cm

出土点数：土器20点、 FC20点、礫28点

確認・調査:V層上部を調査中に検出した。人頭大や拳大の礫で構成される礫が集中する。伴出し

た土器により縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-54-1 .2） ： 1 ．2はⅢ群Bl類に属する士器である。 lは山形突起をもち、 口唇に半

裁竹管の刺突文が認められる。 2は口縁部が肥厚する。半裁竹管文が施される。 口縁部から胴部にか

けRLR複節縄文が施される。

VSB－04 (図Ⅱ-54図版43-3, 57-3, 68-1)

位置:AJ・AK-06層位:VbM層規模:67×48cm

出土点数：土器8点、礫16点

確認・調査:Va層を除去後に拳大の礫が集中して検出される。礫集中は伴出土器により縄文時代

中期後葉に属する遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-54-3） ：3はⅢ群Bl類に属する胴部の土器片である。 LR縄文、半裁竹管の押引文

が施される。

VSB-06 (図Ⅱ-55図版43-4, 57-4.5, 68-2)

位置:AI-07層位:VbM層規模: 125×118cm

出士点数：土器1点、石器2点、礫32点

確認・調査:Vb層を調査中に検出した。検出面で縄文時代早期後葉の土器が出土しているが検出

層位から見て縄文時代中期に属する遺構と考えられる。

出土遺物（図Ⅱ-55-1 .2） ： 1はI群B2類に属するもので、羽状縄文と隆起線文が認められる。 2

はたたき石で上下が欠損し、側面にたたき痕が認められる。

VSB-07 (図Ⅱ-55図版43-5, 57-6, 68-3)

位置:AI-05．06層位:Va～VbM層規模:229×134cm

出土点数：土器6点、石器6点、 SFCl点、 FC4点礫25点

耐認・調査:V層を調査中に検出した。座布団のような板状礫と人頭大や拳大の礫が集中する。伴
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第Ⅱ章縄文時代の調査

出土器により縄文時代後期初頭の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-55-3） ：3はⅣ群Al類に属する土器で、 LR縄文が施される。

VSB-08 (図Ⅱ-56図版43-6, 69-1)

位置:AG-08層位:Va層規模: 131×75cm

出土点数：石器1点、礫8点

確認．調査:Va層を調査中に検出した。板状礫と人頭大の大型礫がまとまって出土する。出土層

位から縄文時代後期に帰属する遺構と判断した。

出土遺物：石器1点と礫が8点出土している。

VSB-09 (図Ⅱ-56図版43-7, 69-2)

位置:AG-07層位:VbM～L層規模: 143×103cm

出土点数:FC2点、礫12点

確認．調査:Vb層を調査中に検出した。人頭大や拳大の礫からなる。遺構の検出層位から縄文時

代中期後葉に相当するものと判断した。

出土遺物：遺物は礫のほかにFC2点が出土している。

VSB-10 (図Ⅱ-56図版43-8, 57-7, 69-3)

位置:AF・AG-07層位:VbM層規模:93×80cm

出士点数：土器4点、石器1点、 FC2点、礫21点

確認・調査:V層を調査中に検出した。この礫群は一個体の石Ⅲが破砕したものと思われる。

出土遺物（図Ⅱ-56-1) : 1は大小の破片が接合した石皿である。中央部付近には、すり面と思われ

る窪みが認められる。なお、細片のため掲載しなかったが、Ⅲ群Bl類土器が出土している。

VSB-11 (図Ⅱ-57図版44-1, 57-8～10， 70-1)

位置:AG-12層位:VbU～M層規模:219×192cm

出土点数：石器6点、 SFCl点、 FC5点、礫83点

確認・調査:VbUからVbM層を調査中に検出した。大部分は拳大の礫からなる。土器が伴出して

おらず時期的に不明であるが、検出層位から縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

出土遺物(図Ⅱ-57-1～3) :1は拳大の礫を用いている線条痕のある礫である｡2は2点が接合した、

たたき石である。 3は北海道式石冠の未成品と思われる。上端面に敲打痕、体部に帯状の敲打痕が認

められる。

VSB-12 (図Ⅱ-58図版44-2, 57-11. 12, 70-2)

位置:AF-12･13層位:VbU層規模: 185×137cm

出土点数：石器4点、 SFCl点、 FC5点、礫24点

確認・調査:Vb層を調査中に検出した。大型板状礫及び鶏卵大の礫が出土している。土器が伴出

しておらず、検出層がVbU層であるため縄文時代後期に帰属する遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-58-1 .2) : 1はつまみ付きナイフで、下半を欠損する。調整剥離は縁辺のみ施さ

れる。石材は硅化岩である。 2は主に両端と縁部にたたき痕が認められる、たたき石である。

VSB-13 (図Ⅱ-58図版44-3, 57-13. 14, 70-3)

位置:AF・AG-13層位:Va層規模: 142×121cm

出土点数：土器4点、石器3点、 FC2点、礫72点
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確認・調査:Va層を調査中に検出した。伴出土器により縄文時代後期初頭に帰属する遺構と判断
した。

出土遺物（図Ⅱ-58-3.4） ：3はポイント類A4類に属する石鐡である。表面は平坦剥離により石器

中央部に達する剥離を施したのち、縁辺に微細な剥離が施される。4はたたき石で表面平坦面を使用

する。たたき痕は長軸方向に連続した窪みとなる。

VSB-14 (図Ⅱ-59図版44-4, 71-1)

位置:AE・AF-07．08層位:VbU層規模: 173×103cm

出土点数：礫63点

確認・調査:VbU層を調査中に検出した。土器は伴っていないが、検出層位から縄文時代後期に

帰属する遺構と判断した。

出土遺物：礫以外の遺物は出士していない。

VSB-15 (図Ⅱ-59図版44-5, 58-1.2, 71-2)

位置:AF-10・ ll層位:VbU～M層規模: 116×107cm

出土点数：石器9点、 FC2点、礫33点

硲認・調査:VbU～M層を調査中に検出した。検出層位から縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-59-1．2) : 1はポイント類Blb類に属する石槍である。 2はたたき石で、縁辺部に

たたき痕が認められる。

VSB-16 (図Ⅱ-60図版44-6, 58-3.4, 71-3)

位置:AE-09層位:VbL～Vc層規模: 158×144cm

出土点数：土器2点、石器2点、礫65点

確認・調査:VbL～Vc層を調査中に検出した。人頭大から鶏卵大の礫が出土する。出土遺物のう

ち土器は、VSB-01の土器と接合しており同時期の遺構の可能性が高い。本遺構調査後にTP-14が検

出されたため、 TP-14より新しいものと判断した。

出土遺物(図Ⅱ-60-1.2) :1はⅢ群Bl類の土器である。台形突起の部分で半裁竹管文が施される。

2はたたき石で、たたき痕は平坦面と上部と側面に認められる。

VSB-17 (図Ⅱ－60･61 図版44-7, 58-5～19･72-1)

位置:AC-13． 14層位:VbL～Vc層規模:202×102cm

出土点数：石器27点、 SFC2点、 FC4点、礫53点

稲認・調査:VbL～Vc層を調査中に検出した。検出層位から縄文時代中期後葉の遺構と判断し

た。

出土遺物（図Ⅱ-61-1～15) :石器類は南側の80×40cmの範囲に集中して出土している。石器27

点のうち、ポイント類16点、ナイフ・スクレイパー類3点、 RFl点、 UF3点出土している。 l～9はポ

イント類B1 ･B2類に属し、ほぼ同じ大きさの石槍・石鈷である。 10～12はつまみ付ナイフである。

10は3点が接合したつまみ付ナイフで、A2類に属する。 ll． 12は横型でA4類に属する。 13･ 14はサ

イド．スクレイパーでいずれもCla類である。 15はたたき石で、側面と先端部と平坦部・側縁にたた

き痕を認める。

VSB-18 (図Ⅱ－62図版44-8, 59-1.2, 72-2)

位置:AC-10層位:VbM層規模: 137×81cm

ﾉ20

’



第Ⅱ章縄文時代の調査

出土点数：土器1点、石器2点、 FC5点、礫25点

確認．調査:Vb層調査中に検出した。拳大よりやや大きい礫の集中である。遺物が出土した層に

より縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-62-l･2) : 1は平坦部・側縁にたたき痕が認められる台石である。2は被熱し欠損

しているたたき石である。

VSB-19 (図Ⅱ-63図版45-1, 59-3～5, 72-3)

位置:AB-09･10層位:VbU～L層規模:239×174cm

出土点数：土器2点、石器6点、 FC2点、礫12点

膳認・調査:Vb層を調査中に検出した。Ⅲ群Bl類土器が伴出しているため同時期の遺構と考え

る。

出土遺物（図Ⅱ-63-1～3) : 1はⅢ群Bl類に属する胴部の土器片で、 LR縄文が施される。 2はたた

き石で平坦面、側面にたたき痕が認められる。 3は台石で、直方体礫の側面などにたたき痕が認めら

れる。

VSB-20 (図Ⅱ-64図版45-2， 59-6･7， 73-1)

位置:AB・AC-15層位:VbM～L層規模: 349×257cm

出士点数：石器4点、 FC4点、礫163点

確認・調査:Vb層を調査中に検出した。ほかの礫集中と比較して分布範囲が広く、拳大や鶏卵大

の礫が多い。検出層位から縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-64-1 .2) : 1はたたき石で、両端が欠損する。平坦面と側面にたたき痕が認めら

れる。 2は砥石で、表面が砥面となる。

VSB-21 (図Ⅱ－65．66図版45-3, 59-8～12， 60-1 ．2， 73-2)

位置:AA-12・ 13層位:VbM～L層規模:347×327cm

出士点数：石器8点、 SFC3点、FC7点、礫118点

確認･調査:Vb層を調査中に検出した｡北側に人頭大の礫が､南側には拳大や鶏卵大の礫が多い。

礫の分布域からは土器が出土しておらず時期的な詳細は不明だが、検出層位から縄文時代中期後葉の

遺構と判断した。

出士遺物（図Ⅱ-66-1～7) : 1はポイント類Al類で、薄手の菱形を呈する石嫉である。 2は小型の

石斧で、片岩製である。 3は刃部と思われる部分が尖らずに丸く研磨されたものである。4はすり石D

類の北海道式石冠である。すり面が斜めになっている。 5は砥石で、砥面が浅く窪んでいる。 6．7は

石Ⅲで、このうち6にはたたき痕が認められる。

VSB-22 (図Ⅱ-67．68図版45-4, 60-3～8, 74-l)

位置:X-13層位:VbM層規模:375×292cm

出土点数：土器5点、石器10点、 FC3点、礫248点

礪認・調査：Ⅳ群B1類土器が1点出土する。縄文時代後期初頭の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-68-l～6) : 1はⅣ群Bl類に属する胴部の士器片で、 LR縄文が施される。 2はつま

み付ナイフのAl類である。刃部片側縁が剥離調整される。3は石斧で基部を欠損する。4．5はたたき

石で、このうち4は平坦面にたたき痕が認められる。 5は棒状のたたき石で長軸端部にたたき痕が認

められる。 6はE類のすり石である。打ち欠き及び敲打により器体が「D」の字状に成形される。
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VSB-23 (図Ⅱ-69図版45-5, 61-1 .2, 74-2)

位置:X-10．11、 Y-ll層位:VbL層規模:336×238cm

出土点数：士器2点、石器4点、礫106点

確認・調査:Vb層を調査中に検出した。VSB-20～22と同様、比較的広い分布域を持つ。拳大や

鶏卵大の礫が多く、礫の接合率が高いのも特徴的である。

出土遺物（図Ⅱ-69-1 .2) : 1はLR縄文を施したⅣ群A2類の士器である。2はナイフ．スクレイパ

ー類のAl類で、裏面右に刃潰し加工が施されるもので、つまみ部分の調整は顕著でない。

VSB-24 (図Ⅱ-70～72図版45-6, 61-3～11， 62-1 ．2， 74-3， 75-1)

位置:Z・AA-10・ l1 層位:VbL～Vc層規模:434×222cm

出士点数：土器94点、石器31点、 SFCl点、 FC3点、礫166点

確認･調査:Vb層を調査中に検出した。大型板状礫と小型の礫が出土し、さらに精査すると土器．

石器が伴出することが判明した。出土層位はVbL～Vc層である。伴出土器により縄文時代前期前葉

の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-70-1 .2, 71-3～8, 72-9～ll) : 1 ･2は同一個体のⅡ群A2類土器であるが接合で

きなかった。 1は小波状を呈するやや内湾する口縁部である。 2は口縁部から胴部にかけて復元され、

底部は欠損しているが、尖底か丸底を呈するものと思われる。胴部下半は磨滅しており文様を欠いて

いる。 3はA1類のつまみ付きナイフで下端が角張っている。 4は上部が尖るラウンド・スクレイパー

で、下縁の刃部は急角度に調整される。 5．6はたたき石で側面や表面にたたき痕が認められる。 7は

北海道式石冠の未成品で、製作途中に割れたものと思われる。 8はすり面とたたき痕が認められ、た

たき石と考えられる。 9は石Ⅲで深い窪み面を有し、たたき痕も認められる。 10は台石で表面にたた

き痕が認められる。 1lは自然有孔礫である。

VSB-25 (図Ⅱ-73図版45-7, 62-3, 75-2)

位置:AB-17層位:Va層規模:209×119cm

出土点数：土器1点、礫7点

確認･調査:V層上部を調査中に検出した｡AB-17グリッドの斜面に位置し､人頭大の礫からなる。

伴出した土器により縄文時代後期初頭の遺構と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-73-1） ： 1はⅣ群Bl類の土器である。器面・内面・口唇部にLR縄文が施される。

VSB-26 (図Ⅱ-73図版45-8, 62-4, 75-3)

位置：0－08層位:Va層規模: 113×69cm

出土点数：石器1点、礫16点

確認・調査:Va層を調査中に検出した。伴出する土器がなく検出層から縄文時代後期初頭と判断

した。

出土遺物（図Ⅱ-73-2） ：2は厚みのある大型の石皿で、すり面が窪んでいる。

VSB-27 (図Ⅱ-74図版46-1， 62-5．6， 76-1)

位置:X-18． 19層位:VbM～L層規模:203×128cm

出土点数：土器2点、礫40点

確認．調査:Vb層を調査中に検出した。大型の厚みのある直方体状礫と、人頭大から鶏卵大まで

の大きさの礫が集中する。伴出土器と検出層位から縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

Ｉ
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出土遺物（図Ⅱ-74-1 .2) : 1 ．2は同一個体のⅢ群B1類の土器で、 LR縄文が施される。

VSB-28 (図Ⅱ-74図版46-2, 76-2)

位置:Q-17層位:VbM層規模:99×77cm

出土点数：礫5点

確認．調査:Vb層を調査中に検出した。大型板状の礫と人頭大の礫からなる小規模な礫集中であ

る。礫を検出した層位から縄文時代中期後葉の遺構と判断した。

出士遺物：土器・石器は伴出しなかった。

VSB-29 (図Ⅱ-74図版46-3, 62-7～9, 76-3)

位置:J-08．09層位:VbM～L層規模: 117×97cm

出士点数：石器6点、礫26点

確認・調査:Vb層を調査中に検出した。人頭大から鶏卵大の礫集中である。礫の検出層位から縄

文時代中期後葉の遺構と判断した。

出士遺物（図Ⅱ-74-3～5） ：3はポイント類B2類で基部が平坦な木葉形の石槍である。 4は刃部を

欠く石斧である。 5はほぼ全面にたたき痕が認められる、たたき石である。

VSB-30 (図Ⅱ-75･76図版46-4, 63-1～4， 77-1)

位置: 1．J-10． 11層位:VbM～L層規模:478×399cm

出土点数：石器36点、 FCl点、礫372点

確認･調査:地すべり堆積層A下部で検出された礫集中である｡拳大から鶏卵大の礫が主体となる。

時期は検出面により縄文時代中期と判断した。

出士遺物（図Ⅱ-76-1～4) : 1はたたき石で平坦面・側面にたたき痕が認められる。 2はすり石で、

打撃による剥離調整後に握部や体部に敲打痕が認められる。形態上、北海道式石冠に類似し、石冠に

比べ厚みがない特徴を有する｡3は厚みのある砥石で平坦面を砥面とする｡4は台石で両面及び側面に、

たたき痕が認められる。

VSB-31 (図Ⅱ-77図版46-5, 63-5～7, 77-2)

位置:L・M-10・ l1層位:VbM～L層規模:494×336cm

出土点数：土器1点、石器2点、 SFC1点、FCl点、礫87点

確認・調査：地すべり堆積層B下部で検出された礫集中である。礫の分布域は広いが、検出量は比

較的少ない。Ⅳ群Bl類土器が出士しているため縄文時代後期初頭の時期と判断した。

出土遺物（図Ⅱ-77-1～3) : 1はⅣ群B1類の士器で、羽状縄文を施し器面はナデられる。2．3はポ

イント類A2類の石鎌である。裏面に主要剥離面が認められる。

VSB-32 (図Ⅱ-78図版46-6, 63-8～10， 78-1)

位置:J-12層位:VbM層規模:350×(226)cm

出土点数：石器33点、 SFC5点、 FC2点、礫370点

確認・調査：地すべり堆積層B下部で検出された礫集中である。東側を士層観察用のトレンチで掘

削しているため、全体の範囲を捉えることができなかった。拳大から鶏卵大の大きさをもつ礫が主体

となる。多くの礫が接合した。検出層位から縄文時代中期と判断した。

出士遺物（図Ⅱ-78-1～3) : 1 ･2はたたき石で、平坦面や側面にたたき痕が認められる。 3は3点

が接合したすり石である。平面形は三角形で、握部や体部に敲打痕が認められる。 （長谷川）
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l

2

1

I
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刺突文-RLR複節縄文一
ミガキ/RLR複節縄文-ﾐガキ

砂粒少量

57-3 JPO83 mBl VSB－04 V 1 胴部 外反 半裁竹管文･LR縄文-ﾐガキ 砂粒少量

57-4 JPOO1B IB2 VSB-06 Vb 1 胴部 外傾 羽状縄文･隆起線文 砂粒少量

57－6 JPO79 WAl VSB-07 V 2 胴部 外傾 LR斜縄文 砂粒少量

JPO81 mBl VSB-16 V 1 突起 台形突起 半裁竹管文-ﾐガキ 砂粒少量
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砂粒．

繊維中量

63-5 JP149 WBl VSB-31 VbM 1 胴部 外傾 羽状縄文-ナデ 砂粒中量
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礫比率円グラフ(1)

VSB-02

VSB出土礫石器・

VSB-01

礫石器9

表Ⅱ-46

VSB－03

礫石器0礫石器10 完形品3完形品21完形品4

1 58

398909

VSB-07VSB-06VSB-04

完形品1 礫石器0 礫石器6礫石器2 完形品5完形品5
－

､

09 099

VSB-08 VSB-09 VSB-10
完形品0完形品2 礫石器1 礫石器0 礫石器1

－

完形品1
－

－

09 09 09

VSB-11 VSB-12 VSB-13
完形品5 完形品1 完形品12礫石器6 礫石器2 礫石器2

、

未被熱
1 1一

被熱
I

礫礫24

被熱15

き損品多毛0‘94,09 o9 4口
■ロ

/55



ンヨロマ2遺跡

表Ⅱ-46VSB出土礫石器

VSB-14
完形品0

礫比率円グラフ(2)

VSB-15
完形品0
_______、

VSB-16
完形品 1礫石器6 礫石器1

99 6g 6g

VSB－17 VSB-18 VSB-19
完形品1 完形品1 完形品5

礫石器2礫石器4 礫石器6

49og7g

VSB-22VSB-21VSB-20
完形品1

礫石器4一 一六

完形品2完形品8
礫石器7
－

礫石器9

29694g

VSB-25VSB-24VSB-23
完形品2

礫石器3．一弓

完形品1完形品21
礫石器29

、

0g39og
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表Ⅱ－46VSB出土礫石器・礫比率円グラフ(3)

VSB-28VSB－27

完形品3 未被熱1
VSB-26

完形品0 完形品0 礫石器0
0

098g29

VSB-29 VSB-30 VSB-31

完形品9
■一一一一一一－、

完形品15 礫石器0
－

完形品2 礫石器35礫石器4

未

0929 99

VSB-32

完形品17
礫石器33

99

第7節石斧石器群削片集中

平成25年の調査において調査区中央平坦部で

代後期初頭に属すると思われる。

1カ所検出した。時期は伴出土器から判|断し、縄文時

表Ⅱ-47VSFCB-01属性表
規模(cm)

長軸 短軸
椰図番号 図版番号 グリッド 層位 平面形 備考

上器55点、石器8点､SFCll8点(内36点接合と
II-79･80 46-7 1Z･AA13 I Vb 不整形 215 182

21点接合のもの2個体含む)･礫81点
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VSFCB-01 (図Ⅱ－79， 80図版46-7, 64-1～8, 78-2)

位置:Z･AA-13検出層位:Vb層平面形：不整形規模:215×182cm

出土点数：土器55点、石器8点、 SFC118点、礫81点

確認・調査:VSB-21の北西周辺を精査中、Vb層で10数点のSFCが出土した。検出当初、広がり

はlm四方程度と想定していたが、調査の結果、長軸215cm、短軸182cmの範囲にまで広がった。特に

東側の東西120cm、南北100cmの範囲に集中していることが分かった。調査は最もSFCが集中してい

た中央から、厚さlcmずつ土居を剥ぎ取り、徐々に周囲へ広げていった。全体を検出したところで撮

影し、平断面を実測して、遺物を取り上げた。

出土遺物（図Ⅱ-79-1～4, 80-5～8） ：土器は同一個体と思われる細片が多く、残存状態の良いもの

を掲載した。 1は7点が接合したもので、Ⅳ群A2類に属する。 口唇部が隅丸角状を呈し、 口唇部と口

縁部にはRL縄文を施している。器形は筒形を呈すると思われる。胎士は砂粒を多く含みもろく、縦に

剥落する特徴がみられる。

石器の内訳はナイフ・スクレイパー類1点、 RFl点、 UFl点、たたき石3点、砥石2点である。 2は

つまみ付きナイフでA2類に属する。縦長剥片素材の片面全体とつまみ部のえぐり両面に加工し、刃部

先端には磨滅がみられる。石材は頁岩である。 3．4は接合資料で、 3は21点、 4は36点のSFCが接

合した。 1個体に復元できなかった。ともに片面に岩砕面を残すもので、3は下縁には節理面を有して

いる。 3．4は横剥ぎによる打ち欠き痕を残し、表皮側は総じて大きい破片が多い。 4の表面には中央

上端から右端にかけて縦位の研磨痕が認められることから、当初は磨製石斧を製作しようと原石に研

磨を施したが、大き過ぎるため途中で断念して打ち欠き成形に切り替えた可能性がある。5～7はたた

き石である。 5はIB3類に属し、棒状礫の平坦面・側縁稜・端部にたたき痕を有する。たたき痕によ

る窪みは表面に3カ所、裏面に4カ所有する。6はⅢA類に属し、扁平な楕円形礫の両面中央にたたき

痕を有する。7はⅢB類に属し、球状礫の1カ所を平坦にし、縁の角を取り除き、平坦面の中央に浅い

たたき痕を有している｡5～7の石材は砂岩である｡8は砥石で2点ともに片面を使用面とする砂岩で、

そのうち1点を掲載した。表面に砥面と数本の線条痕を有する。裏面は剥落している。

SFCは総点数118点､総重量660gである｡緑色泥岩の同一母岩から剥ぎ出されている｡最大がlll.5

×53.0×8.5m、重量47.8gあり、最小が15.6×4.6×2.9m、重量0.2gである。総数の重量をみると

5.0g以下が88点で、 74%を占めている。

礫はほとんどが被熱した砂岩で、ほかに班れい岩4点などがある。

（工藤）

表Ⅱ-48VSFCB-01出土土器属性表
ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

備考

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ﾉ58

図版

番号

個体
名称

分類
遺構名／
グリッド

層位 点数 部位

器形等

口縁一口唇／
胴部／

底側面一変換点一底面

文様

口唇一口縁一内面／
胴部一内面／

底側面一底面一内面

胎士

64-1 JP122 ⅣA2

VSFCB－01

AA－l3

表採

Vb

Vb

一

5

1

1

口縁部 平縁一隅丸角状一外傾 RL縄文-RL斜縄文 砂粒多量
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第Ⅲ章自然科学的分析

第1節シヨロマ2遺跡における放射性炭素年代(AMS測定）

（株）加速器分析研究所

1測定対象試料

シヨロマ2遺跡は、北海道勇払郡厚真町字幌内96-1･2(北緯42｡46/ 46〃 、東経142｡ 00' 03")

に所在する。測定対象試料は、住居跡から出土したクルミ1点である（表l)。

2測定の意義

試料が出土した遺構は、考古学的に帰属時期を決定づけるには条件が乏しいため、年代測定結果を

参考情報として活用する。

3化学処理工程

（1）メス・ピンセットを使い、根・士等の付着物を取り除く。

（2）酸-アルカリー酸(AAA:AcidAlkaliAcid)処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超

純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常lmol/Q (1M)

の塩酸(HCl)を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム(NaOH)水溶液を用い、 0.001M

から1Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が1Mに達した時には「AAA｣、

1M未満の場合は「AaA」 と表lに記載する。

（3）試料を燃焼させ、二酸化炭素(CO2)を発生させる。

（4）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（5）精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラフアイト (c)を生成させる。

（6）グラフアイトを内径1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測

定装置に装着する。

4測定方法

加速器をベースとした14C-AMS専用装置(NEC社製）を使用し、 14Cの計数、 13C濃度(13C/12C)、 14C

濃度('4C/'2C)の測定を行う。測定では、米国国立標準局(NIST)から提供されたシュウ酸(HOxn)

を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5算出方法

(1) 613Cは、試料炭素の13C濃度(13C/12C)を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(%｡)で表

した値である（表l)。州S装置による測定値を用い、表中に「州S」 と注記する。

(2) ]4C年代(LibbyAge:yrBP)は､過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、 1950

年を基準年(0yrBP) として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期(5568年）を

使用する(StuiverandPolachl977)｡ !4C年代は613Cによって同位体効果を補正する必要が
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ショロマ2遺跡

ある。補正した値を表lに、補正していない値を参考値として表2， 3に示した。 14C年代と誤

差は、下1桁を丸めて10年単位で表示される。また、 14C年代の誤差(=tlo)は、試料の14C

年代がその誤差範囲に入る確率が68.2％であることを意味する。

(3) pMC(percentModernCarbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。 pMC

が小さい(14Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが100以上(14Cの量が標準現代炭素と同等

以上）の場合Modernとする。この値も613Cによって補正する必要があるため、補正した値を

表lに、補正していない値を参考値として表2， 3に示した。

（4）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合わせ、

過去の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 【4C年代に対

応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 l標準偏差(10=68.2%)あるいは2標準偏差(20

＝95.4％）で表示される。グラフの縦軸が】4C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プ

ログラムに入力される値は、 613C補正を行い、下1桁を丸めない14C年代値である。なお、較

正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類

によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要

がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCall3データベース(Reimeretal. 2013)を

用い、OxCalv4.2較正プログラム(BronkRamsey2009)を使用した。暦年較正年代については、

特定のデータベース、プログラムに依存する点を考盧し、プログラムに入力する値とともに参

考値として表2， 3に示した。なお、暦年較正年代は、 】4C年代に基づいて較正(calibrate)さ

れた年代値であることを明示するために「calBP」または「calBC/岨」 という単位で表され、

ここでは前者を表2，図lに、後者を表3、図2に示した。

6測定結果

測定結果を表1～3、図1， 2に示す。較正年代は、 calBPとcalBC/川の2通りで算出したが、以

下の説明ではcalBPの値で記載し（表2，図1)、 calBC/ADの値は図表のみ提示した（表3，図2)。

試料の14C年代は5020 30yrBP、暦年較正年代(10)は5880～5664calBPの間に4つの範囲で示

され、縄文時代前期後半頃に相当する（小林編2008)。

試料の炭素含有率は45％というおおむね適正な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

文献

BronkRamsey, C. 2009Bayesiananalysisofradiocarbondates,肋虚ocarbo"51(1),337-360

小林達雄編2008総覧縄文土器，総覧縄文土器刊行委員会，アム・プロモーシヨン

Reimer,P.J.etal.20131ntCall3andMarinel3radiocarbonagecalibrationcurves,0-50,000

yearscalBP,肋血ocar加〃55(4), 1869-1887

Stuiver, M. andPolach, H.A. 1977Discussion:Reportingof'4Cdata,Ra(ガocaZZ)o"19(3),355-363
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表1放射性炭素年代測定結果(6'3C補正値）

6 '3C補正あり試料 処即

形態 方法

6 '3C(%())

(AMS)

測定番号 ｜ 試料名 採取場所

pMC(%)LibbyAge (yrBP)

委託No. 13 VH-06･HFOI Vb層中位 ｸルミ 53.55士0．20AAA -28.04士0.66 5,020*30lAAA－l43195

[#7169]

表2放射性炭素年代測定結果(6'3C未補正値､暦年較正用14C年代､較正年代calBP)

6 ']C補正なし

#1'l定番号 2o暦年代範I】:l暦年I皎正用(yrBP) Io暦年代範囲1

pMC (%)Age (yl･BP)

5880calBP-5826calBP(31.0%)

5755calBP-5710calBP(29.9%)

5688calBP-5681calBP(2.7%)

5674calBP-5664calBP(4.6%)

5891calBP-5806calBP(40.7%)

5771CalBP-5657calBP(547%)

IAAA－l43195 5.070士30 53．22士0． 18 5,016士29

[参考値］

表3放射性炭素年代測定結果(較正年代calBC/AD)

6ncIlli'lIなI
測定番号 暦年較正用(yl･BP) lo暦年代範|川 2o暦年代範|皿

pMC (%)Age (y'･BP)

3931calBC-3877calBC(31.0%)

3806ca旧で-3761calBC(29.9%)

3739calBC-3732calBC(2.7%)

3725calBC-3715calBC(4.6%)

3942calBC-3857calBC(40.7%)

3822calBC-3708calBC(54.7%)

lAAA－143195

[参考値］

…も』23世唾…1宙 和1 r皇…，3詳両＝里，童氏《unや(R…拭顕鋤” α~v423Brw津F一列t和13l r9…空1ヨ…xK…{氏島稚寸邑季麺1啄

ワ
|AAA-143195R_Date(5016,29)

682％probabI l1tV

5880（31．0％）5826calBP

5755(29.9%)5710Ca旧P

ﾐﾐ〆、熱戦

一一

IAAA-143195RDate(5016.29）
68 2％probability

3931 （310％)3877calBC

3806(29.9％)3761CalBC
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[図l]暦年較正年代グラフ(calBP、参考） [図2]暦年較正年代グラフ(calBC/AD、参考）
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第2節 シヨロマ2遺跡から検出された植物種子

ProjectSeeds考古檀吻研究会椿坂恭代

1．遺跡の所在と性格

遺跡の名称 ：ショロマ2遺跡

所 在 地 ：北海道勇払郡厚真町字幌内96-1．2

発掘調査期間 ：平成25年6月18日～同年10月31日、平成26年5月13日～同年7月31日

発掘調査面積 ：平成25年度2,305㎡、平成26年度3,647㎡

調査担当者 ：乾哲也、長谷川徹

遺構の主な時期 ：縄文時代中期後葉、後期初頭～前葉

遺跡の立地 ：遺跡は厚真川河口より約35伽遡った厚真川上流域、夕張山地の南端に位置し、支流ショ

ロマ川との合流点より約430mの右岸、標高70～73mの河岸段丘上に立地している。

その他の検出遺構・遺物などの詳細については本編を参照していただきたい。

2．扱った資料

分析対象として扱った資料は平成25年度･26年度に発掘調査を実施した遺跡からのものである。縄文時代中

期後葉と推定される竪穴式住居跡､焼土、土坑、土器集中、礫集中などの遺構から土壌を採取し、フローテー

ション処理を行い、第1次選別で炭化植物種子などを抽出し送付されてきたものである。これら

の資料は実体顕微鏡で観察と撮影を行った。検出された植物種子は表と図に示しておく。

3．検出された1鰄子

ブドウ科VITIDACEAE (図la．b:W-07から出土）

焼士(W-07)、磯喋中(VSB-32)から出士。堅果は広倒卵形b背面は円みがあり、倒へら形の凹みがある。

腹面の中央に稜をなし稜の両則に金冊の凹みがある。これらの特徴からブドウ属に分類される。形態の詞以し

た種子にヤマブドウ〃〃scoZg刀eriaePulliat. 、サンカクズル〃虚s"exzJo@sBThunb. 、エビヅル随互s

窟c〃b"aBungevar. lobata,があるが、サンカクズル、エビヅルの分布域は北海道の南部に限られている

という。形態の特徴からヤマブドウ〃〃Sc〃帥e"aePulliat.と判断される。計測値はL3.10

XW2.60×Tl.90inm)

キハダ属〃emode"〃o"Rupr. (図2:VSB32から出土）

焼士(VE16.18)、礫睾中(VSB-32)から出士｡種子は半横広卵形て調支に浅い凹みによる網目樹兼がある。

これらの楴致からキハダ助e〃o曲"〔カロ〃a"uz泡nseRupr.と判断される。計測値はL3.60×W2.10×Tl.30tmn)

サクラ属擾r･"""sL. (図3a．b:W-18から出土）

焼士(W-18)から出士｡核は広楕円形、腹面には縦にベルト状の隆条があり核面は粗面でサ

クラ属種子の特徴を示す。すべて破片であったので、詳細な分類は困難である。破片のた

め計測はしていない。
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コナラ属Q肥rαﾊS'L. (図4a･b :VH-01から出土）

竪穴式住居跡(VH-01)、焼土(VF-04)、グリッド(AH-07,08)から子葉の破片が合わせて2.0169

出土。子葉は長楕円形で表面には縦条がある。この資料の形態と大きさはミズナラ9""-m/S

cZ-z.sp"JaBlume.に近い大きさと形態を示す。 しかし、 このような形態を持つ種類にはミズ

ナラ、 コナラ、カシワなどがあり、子葉の形態から詳細な分類をするのは困難である （吉

崎・椿坂2000)。計測値はL15.48×W10.45 (m)。参考までに自然乾燥処理の現生ミズナラ子葉の1個の重

さは約1.7gである。

クルミ属〃gJa"sL. (図6:VSB-32から出土）

竪穴式住居跡(VH-01,04,06)、焼土(VF 03,08, 11, 13, 18)、士坑(VP-01)、土器集中(VPB-08)、礫集中

(VSB-32)グリッド(AH-07)から内果皮の細片が合わせて8. 7639出土。核表面には縦に浅い緯伏の

衡茶がある。これらの特徴からオニグルミルgﾉa"4S'SZ'e加〃z'a/7aMaximと判断される。細片の

ため計測はしていない。参考までに自然乾燥処理の現生オニグルミ核1個の重さは約6.0gである。

菌類？ （図5a･b: VH-01から出土）

竪穴式住居跡(VH-01)から1片出土｡表面は享願状の突起がある。これまでも各時期の遺構から同じ組織構

造の資料が検出されている。しかし、その形と大きさが一定していないことから、種子や堅果類ではないよう

である。その実態は不明である。計測値はL5.30×W5.60 (m)
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ショロマ2遺跡

4．若干のコメント

検出できた植物遺体は野生植物木本類のブドウ科、キハダ属、サクラ属、コナラ属、クルミ属の堅果類のみ

であった。いずれも集落の周囲に一般的に認められるものである。これまでの検出例からみても縄文時代に普

遍的に利用されていたものばかりである。その中で礫集中(VSB-32)の遺構からクルミ属の内果皮の細片が纒

まって検出されている。

クルミ属は日本各地､樺太に分布しており、利用の多い食料資源である。アイヌの人たちは、クルミを大量

に貯蔵して、冬になってから炉の中に並べ､焚き火に炎り、裂け目のできた堅果を刃物でこじ開けて胚を食べ

ていた。また、樹皮は染料としても利用されていたという （知里1993)。クルミ属は、縄文時代から近世ま

で連綿と検出されているが、その利用方法について、まだ確実にわかっていないのが現状である。こうした問

題を明らかにするための手段として､考古学的な事例の蓄積と民俗学的な事例を参考にしながら検討して行く

ことが重要であると考える。
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